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１ 設置の目的
北海道には貴重な埋蔵文化財が数多く発見されており、これらの埋蔵文化財の保護、保存・活

用を図るため、調査研究を行なうとともに、出土文化財等の収蔵保管、公開展示並びに文化財保

護思想の普及啓発を図る総合的な機能を有する道立の埋蔵文化財センターを設置する。

２ 沿 革
平成７年３月 北海道立埋蔵文化財センター（仮称）基本構想策定

平成８年９月 本館基本設計完了

平成９年３月 本館実施設計完了

１０月 本館建設工事着工

１２月 別館（整理作業所）基本設計完了

平成１０年３月 別館（整理作業所）実施設計完了

９月 別館（整理作業所）建設工事着工

平成１１年３月 本館建設工事竣工

４月 北海道立埋蔵文化財センター開設

８月 別館（整理作業所）建設工事竣工

１１月 一般公開

３ 施設の概要
� 工期
［本館工事］ 平成９年１０月３１日着工 平成１１年３月１８日竣工

［別館工事］ 平成１０年９月１０日着工 平成１１年８月１８日竣工

［外構工事］ 平成１１年７月２８日着工 平成１１年１２月１０日竣工

� 面積
［敷地面積］ １８，５９９．５０㎡

［延床面積］ 本館：３，５００．９５㎡ （鉄筋コンクリート造・２階建）

別館：２，０３１．４３㎡ （鉄骨造・３階建；整理作業所）

［部屋別面積］

本館１階：調査研究室（２５３㎡）

保存科学室（１６７㎡）

観測・計測・修復室（４７㎡）

金属製品処理室（３１㎡）

分析室（４８㎡）

実験室（５３㎡）

撮影室・暗室（１０５㎡）

図書室（１７７㎡）

一般収蔵庫（３９９㎡）

展示収蔵庫（３２１㎡）

展示室（３１０㎡）
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２階平面図
整理作業室

整理作業室

一般収蔵庫

機械室

事務室

所長室

特別
収蔵庫

特別
収蔵庫

研修室

機械室

２階：所長室（４７㎡）

事務室（２４１㎡）

特別収蔵庫（２２７㎡）

研修室（１９６㎡）

一般収蔵庫（３１９㎡）

別館１階：整理作業室（５２０㎡）

２階：整理作業室（５４０㎡）

３階：整理作業室（２２０㎡）

職名 氏 名 職 名 氏 名 職 名 氏 名
所 長 森重楯一 総務部長 松本昭一 普及活用課長 村田 大
副所長 佐藤俊和 総務課長 松本 繁 普及活用課主査 藤本昌子
副所長 畑 宏明 総務課主査 葛西宏昭 普及活用課主査 倉橋直孝

総務課主任 中村貴志 普及活用課主任 藤井 浩
総務課参与 北浦 満 第１調査課長 田口 尚
総務課参与 加藤英樹 第１調査課主査 花岡正光
会計課長 吉田貴和子 第１調査課主査 立川トマス
会計課主任 今本宏信

� 組織図

� 職員名簿
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４ 調査研究事業の概要

� 重要遺跡確認調査
〔調査遺跡〕 幌延町音類竪穴群遺跡（北海道教育委員会登載番号 Ｇ－０９－１）

〔所 在 地〕 天塩郡幌延町字浜里１８８ほか 国有林１７４～１７５林班

〔調査期間〕 平成１９年１０月１日～１０月１９日

〔調査内容〕 北海道教育委員会では、北海道史をたどる上で重要と考えられる５０遺跡を選定し、調

査対象順に５遺跡ずつ１０グループに区分している。北海道立埋蔵文化財センターでは、これらの遺跡

を対象にして、重要遺跡確認調査を実施することとなった。確認調査は、平成１２年度に小樽市・余市

町所在の西崎山ストーンサークル、平成１３・１４年度に奥尻町青苗砂丘遺跡、平成１５・１６年度に恵山町

（現函館市）恵山貝塚で実施した。幌延町音類竪穴群については、平成１１年度以降に地元調整と予備

的調査を行い、土地所有者および幌延町・同町教育委員会の協力を得られる見込みとなったことから、

平成１７年度から調査を開始した。全体を５か年で行う予定である。

平成１７年度から平成１９年度の３か年の調査で、確認し位置を記録した竪穴は総数６６３軒である。竪

穴のまとまりとして確認できた範囲は３０か所である。

これまでの調査で遺跡範囲北側の踏査がほぼ終了した。また、音類橋北側の一部の踏査を行ってお

り、踏査予定範囲の３分の２が終了している。

竪穴は、サロベツ川に面する砂丘上の北東－南西方向へのびる尾根上に多く立地している。一部は

尾根から湿地へ向かう低位部にも見られる。分布は「大曲地区」周辺が最も多い。この地域はサロベ

ツ川が砂丘に最も接近する場所である。サロベツ川が砂丘から遠ざかる地区では少なくなり、再び砂

丘に近づく地区では「１号チャシ地区」「Ｈ１９－１地区」など、竪穴が増加する傾向がうかがえる。

また、「Ｈ１８－９・１０・１１地区」のように、従来竪穴が存在しないと考えられてきた砂丘列の日本海

側で竪穴が確認されている。また、平成１７年度と平成１８年度の調査時にそれぞれチャシ跡が発見され

た。サロベツ川筋では初めての発見である。

詳細は、別に刊行した報告書に掲載している。

遺跡遠景（幌延ビジターセンターより）
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確認した竪穴群の位置
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� 大会・研究会・研修会参加
平成１９年５月２４日（木）～２５日（金） 平成１９年度全国公立埋蔵文化財センター連絡協議会総会

場 所：島根県松江市

参加者：副所長 畑 宏明 総務部業務課課長 菅野 聡

７月１３日（金）・１４日（土） 第１９回埋蔵文化財写真技術研究会

場 所：奈良県 奈良文化財研究所平城宮跡資料館講堂

参加者：第１調査部第１調査課主査 立川トマス

１０月４日（木）・５日（金）全国公立埋蔵文化財センター連絡協議会北海道・東北ブロック

会議

場 所：北海道札幌市

参加者：第１調査部長 越田賢一郎 第１調査部普及活用課主査 藤本昌子

総務部総務課課長 松本 繁

１１月１日（木）・２日（金）平成１９年度全国公立埋蔵文化財センター連絡協議会第２回役員

会

場 所：岡山県岡山市

参加者：副所長 佐藤俊和 総務部総務課課長 松本 繁

１１月２１日（木）・２２日（金）平成１９年度全国公立埋蔵文化財センター連絡協議会研修会

場 所：沖縄県那覇市

参加者：総務部長 松本昭一 総務部業務課主査 �田千秋
総務部業務課主任 小笠原学

平成２０年２月２７日～２９日 保存科学研究集会２００８ －壁画古墳の保存に関わる諸問題－

場 所：奈良県奈良市

参加者：第１調査部第１調査課 課長 田口 尚

� 市町村等協力
平成１９年４月１日～平成２１年３月３１日

北広島市文化財保護審議委員の委託

第１調査部普及活用課 主任 藤井 浩

平成１９年４月２３日～平成２０年３月３１日

厚真町内出土脆弱遺物資料の保存処理・保管方法に関する指導

第１調査部第１調査課 課長 田口 尚

平成１９年８月２８日～２９日 北海道大学豊浦町小幌洞窟発掘調査発掘トレンチ土層断面剥離標本作成及

び指導

第１調査部第１調査課 課長 田口 尚

平成１９年９月５日 厚真町発見の丸木舟に関する運搬方法および保存処理に関する指導

第１調査部第１調査課 課長 田口 尚

平成２０年１月１７日 文化資源プロジェクト「常呂町栄浦第２遺跡出土の箱形開孔板綜絖のレプリカも

しくは模造品の制作及び周辺情報の科学分析」の会議出席

第１調査部第１調査課 課長 田口 尚
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５ 収蔵・保管事業の概要

� 収蔵資料目録
出土文化財を北海道出土文化財取扱要綱（平成１３年４月１１日付け教育庁・出納局長通知）等に則

して保管し、いつでも活用できるよう管理を行い、整理作業を進めている。

収蔵資料目録の中で、網掛け分が今年度新たに収蔵したものである。また、報告書ごとの復元個

体数も掲載した。

シリーズ名称 発 行 年 度 報 告 書 名 所在地 遺 跡 名
掲載 遺 物
コンテナ数

そ の 他
コンテナ数

復元土器
個 体 数

１ 道教委 １ 昭和５２ １９７７ 美沢川流域の遺跡群Ⅰ 千歳市 美々４ ５ １４０ １
２ 道教委 １ 昭和５２ １９７７ 美沢川流域の遺跡群Ⅰ 千歳市 美々５ １ １ ０
３ 道教委 ３ 昭和５４ １９７９ 美沢川流域の遺跡群Ⅲ 千歳市 美々４ ３ １５２ １５
４ 道教委 ３ 昭和５４ １９７９ 美沢川流域の遺跡群Ⅲ 千歳市 美々５ １１ ７４ ０
５ 道教委 ３ 昭和５４ １９７９ 美沢川流域の遺跡群Ⅲ 千歳市 美々６ ２ １３ ０
６ 道教委 ３ 昭和５４ １９７９ 美沢川流域の遺跡群Ⅲ 千歳市 美々７ ７ ４２ ０
７ ｂ 昭和５４ １９７９ 大麻１ 西野幌１・３ 東野幌３ 江別市 大麻１ ４ ５２ １５
８ ｂ 昭和５４ １９７９ 大麻１ 西野幌１・３ 東野幌３ 江別市 西野幌１ ３ ３６ ８
９ ｂ 昭和５４ １９７９ 大麻１ 西野幌１・３ 東野幌３ 江別市 西野幌３ １ ５ ４
１０ ｂ 昭和５４ １９７９ 大麻１ 西野幌１・３ 東野幌３ 江別市 東野幌１ ２ ６５ ３
１１ 北埋調報 ２ 昭和５５ １９８０ 大麻１遺跡 江別市 大麻１ ２ ３７ ８
１２ 北埋調報 ３ 昭和５５ １９８０ 美沢川流域の遺跡群Ⅳ 千歳市 美々４ ６ ３６５ １０８
１３ 北埋調報 ３ 昭和５５ １９８０ 美沢川流域の遺跡群Ⅳ 千歳市 美々５ ３ ５０ ５
１４ 北埋調報 ３ 昭和５５ １９８０ 美沢川流域の遺跡群Ⅳ 千歳市 美々６ ２ １６ ３
１５ 北埋調報 ３ 昭和５５ １９８０ 美沢川流域の遺跡群Ⅳ 千歳市 美々７ １ ４ ３
１６ 北埋調報 ５ 昭和５６ １９８１ 吉井の沢の遺跡 江別市 吉井の沢１ １７ １６２ ４３
１７ 北埋調報 ５ 昭和５６ １９８１ 吉井の沢の遺跡 江別市 大麻２４ １ ２０ ０
１８ 北埋調報 ５ 昭和５６ １９８１ 吉井の沢の遺跡 江別市 大麻２５ １ ６ ０
１９ 北埋調報 ７ 昭和５６ １９８１ 美沢川流域の遺跡群Ⅴ 千歳市 美々８ １ ９１ １１７
２０ 北埋調報 ８ 昭和５７ １９８２ 美沢川流域の遺跡群Ⅵ 千歳市 美々８ １ ５ ９
２１ 北埋調報 ９ 昭和５７ １９８２ ママチ遺跡 千歳市 ママチ ９ １６１ ７３
２２ 北埋調報 １４ 昭和５８ １９８３ 美沢川流域の遺跡群Ⅶ 千歳市 美々４ ９ １６６ １４３
２３ 北埋調報 １４ 昭和５８ １９８３ 美沢川流域の遺跡群Ⅶ 千歳市 美々９ １ ２ ４
２４ 北埋調報 １７ 昭和５９ １９８４ 美沢川流域の遺跡群Ⅷ 千歳市 美々４ ３ ３３ ３２
２５ 北埋調報 １７ 昭和５９ １９８４ 美沢川流域の遺跡群Ⅷ 千歳市 美々５ １ ５ ０
２６ 北埋調報 ２４ 昭和６０ １９８５ 美沢川流域の遺跡群Ⅸ 千歳市 美々２ ９ ５３ ４
２７ 北埋調報 ２４ 昭和６０ １９８５ 美沢川流域の遺跡群Ⅸ 千歳市 美々４ ５ ５７ ０
２８ 北埋調報 ２４ 昭和６０ １９８５ 美沢川流域の遺跡群Ⅸ 千歳市 美々８ １ ７ ５
２９ 北埋調報 ２５ 昭和６０ １９８５ 西野幌１１遺跡 江別市 西野幌１１ ２ １３ ０
３０ 北埋調報 ３５ 昭和６１ １９８６ 美沢川流域の遺跡群Ⅹ 千歳市 美々３ ２ １３ ４
３１ 北埋調報 ３６ 昭和６１ １９８６ ママチ遺跡Ⅲ 千歳市 ママチ ８ ８４ ７５
３２ 北埋調報 ３９ 昭和６１ １９８６ 西野幌３遺跡 江別市 西野幌３ ３ ９ ６
３３ 北埋調報 ４４ 昭和６２ １９８７ 美沢川流域の遺跡群ⅩⅠ 千歳市 美々８ ２ ４２ ２７
３４ 北埋調報 ４８ 昭和６２ １９８７ 西野幌１１・１３・１４ 下学田 江別市 西野幌１１ ２ ８ ９
３５ 北埋調報 ４８ 昭和６２ １９８７ 西野幌１１・１３・１４ 下学田 江別市 西野幌１３ １ ２ ０
３６ 北埋調報 ４８ 昭和６２ １９８７ 西野幌１１・１３・１４ 下学田 江別市 西野幌１４ ２ ８ ０
３７ 北埋調報 ４８ 昭和６２ １９８７ 西野幌１１・１３・１４ 下学田 江別市 下学田 ０ ０ ０
３８ 北埋調報 ５４ 昭和６３ １９８８ 西野幌１２遺跡 江別市 西野幌１２ １３ １４０ ２７
３９ 北埋調報 ６２ 平成１ １９８９ 美沢川流域の遺跡群ⅩⅢ 千歳市 美々３ ２ ３９ ７
４０ 北埋調報 ６２ 平成１ １９８９ 美沢川流域の遺跡群ⅩⅢ 千歳市 美々８ １ ４２ ７２
４１ 北埋調報 ６９ 平成２ １９９０ 美沢川流域の遺跡群ⅩⅣ 千歳市 美々３ １４ １３４ ３４
４２ 北埋調報 ６９ 平成２ １９９０ 美沢川流域の遺跡群ⅩⅣ 千歳市 美々８低湿部 ０ ０ ０
４３ 北埋調報 ７７ 平成３ １９９１ 美沢川流域の遺跡群ⅩⅤ 千歳市 美々３ ４ １０ ３１
４４ 北埋調報 ７７ 平成３ １９９１ 美沢川流域の遺跡群ⅩⅤ 千歳市 美々７ ３ １４ １２
４５ 北埋調報 ７７ 平成３ １９９１ 美沢川流域の遺跡群ⅩⅤ 千歳市 美々８ ３ ３７ １６
４６ 北埋調報 ７７ 平成３ １９９１ 美沢川流域の遺跡群ⅩⅤ 千歳市 美々８低湿部 １ ０ ２
４７ 北埋調報 ８３ 平成４ １９９２ 美沢川流域の遺跡群ⅩⅥ 千歳市 美々７ ３ １１ ７
４８ 北埋調報 ８３ 平成４ １９９２ 美沢川流域の遺跡群ⅩⅥ 千歳市 美々８ ２ ５９ ７２
４９ 北埋調報 ８３ 平成４ １９９２ 美沢川流域の遺跡群ⅩⅥ 千歳市 美々８低湿部 １ ０ １
５０ 北埋調報 ８６ 平成５ １９９３ ユカンボシＣ２遺跡 千歳市 ユカンボシＣ２ ４ ２４ １４
５１ 北埋調報 ８９ 平成５ １９９３ 美沢川流域の遺跡群ⅩⅦ 千歳市 美々８ １ ０ ８４
５２ 北埋調報 ９０ 平成５ １９９３ オサツトー１・キウス７遺跡 千歳市 オサツトー１ １ ０ ０
５３ 北埋調報 ９０ 平成５ １９９３ オサツトー１・キウス７遺跡 千歳市 キウス７ ４ １４ １３
５４ 北埋調報 ９２ 平成６ １９９４ キウス５・７（２）・ケネフチ８遺跡 千歳市 キウス５ ９ ３３ １２
５５ 北埋調報 ９２ 平成６ １９９４ キウス５・７（２）・ケネフチ８遺跡 千歳市 キウス７ １ ５ ７
５６ 北埋調報 ９２ 平成６ １９９４ キウス５・７（２）・ケネフチ８遺跡 千歳市 ケネフチ８ １ ５ ０
５７ 北埋調報 ９６ 平成６ １９９４ オサツ２・１４遺跡 千歳市 オサツ２ ４ ２０ １１７
５８ 北埋調報 ９６ 平成６ １９９４ オサツ２・１４遺跡 千歳市 オサツ１４ ７ ３１ １６
５９ 北埋調報 １００ 平成７ １９９５ ユカンボシＣ９遺跡 千歳市 ユカンボシＣ９ ３ ２５ ３３
６０ 北埋調報 １０２ 平成７ １９９５ 美沢川流域の遺跡群ⅩⅧ 千歳市 美々８ ０ ０ １４

６
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６１ 北埋調報 １０２ 平成７ １９９５ 美沢川流域の遺跡群ⅩⅧ 千歳市 美々８低湿部 ２ １６８ １０
６２ 北埋調報 １０３ 平成７ １９９５ オサツ２遺跡（２） 千歳市 オサツ２ ５ ０ ３０
６３ 北埋調報 １０４ 平成７ １９９５ キウス５遺跡（２） 千歳市 キウス５ ９ ８９ １８
６４ 北埋調報 １０５ 平成７ １９９５ キウス７遺跡（３） 千歳市 キウス７ １５ ９７ １１０
６５ 北埋調報 １１３ 平成８ １９９６ 美沢川流域の遺跡群ⅩⅨ 千歳市 美々４ １２ ３４３ ２２９
６６ 北埋調報 １１４ 平成８ １９９６ 美沢川流域の遺跡群ⅩⅩ 千歳市 美々８低湿部 １ ０ ０
６７ 北埋調報 １１５ 平成８ １９９６ キウス５遺跡（３） 千歳市 キウス５ １７ １１３ ２５４
６８ 北埋調報 １１６ 平成８ １９９６ キウス５遺跡（４）Ｂ・Ｃ地区 千歳市 キウス５ ９ ２４ １７
６９ 北埋調報 １１７ 平成８ １９９６ キウス７遺跡（４） 千歳市 キウス７ ８ ２９ ０
７０ 北埋調報 １１９ 平成８ １９９６ キウス４遺跡 千歳市 キウス４ ４ ３７ １
７１ 北埋調報 １２４ 平成９ １９９７ キウス４遺跡（２） 千歳市 キウス４ ２４ ３７７ １２１
７２ 北埋調報 １２５ 平成９ １９９７ キウス５遺跡（５）Ａ２地区 千歳市 キウス５ １１ １５１ １５９
７３ 北埋調報 １２６ 平成９ １９９７ キウス５遺跡（６）Ｂ・Ｃ地区 千歳市 キウス５ ４ ４６ １
７４ 北埋調報 １２７ 平成９ １９９７ キウス７遺跡（５） 千歳市 キウス７ ６ １６ ５
７５ 北埋調報 １２８ 平成９ １９９７ ユカンボシＣ１５遺跡（１） 千歳市 ユカンボシＣ１５ ３ ３６ ８１
７６ 北埋調報 １３３ 平成１０ １９９８ ユカンボシＣ１５遺跡（２） 千歳市 ユカンボシＣ１５ １４ ２８３ ６３
７７ 北埋調報 １３４ 平成１０ １９９８ キウス４遺跡（３）ＡＨＫＩ地区 千歳市 キウス４ ４２ ３０２ ２３４
７８ 北埋調報 １３５ 平成１０ １９９８ キウス４遺跡（４）Ａ２地区 千歳市 キウス４ ５ ３９ １４
７９ 北埋調報 １３６ 平成１０ １９９８ キウス５（７） キウス７（６）遺跡 千歳市 キウス５ １ ０ ０
８０ 北埋調報 １３６ 平成１０ １９９８ キウス５（７） キウス７（６）遺跡 千歳市 キウス７ １ １ ０
８１ 北埋調報 １３８ 平成１１ １９９９ 柏台１遺跡 千歳市 柏台１ ２６ ２２ ０
８２ 北埋調報 １４４ 平成１１ １９９９ キウス４遺跡（５） 千歳市 キウス４ １１ ３３ ４０
８３ 北埋調報 １４６ 平成１１ １９９９ ユカンボシＣ１５遺跡（３） 千歳市 ユカンボシＣ１５ １ ４６ １４
８４ 北埋調報 １４７ 平成１１ １９９９ 対雁２遺跡（１） 江別市 対雁２ ２ ４２ １４
８５ 北埋調報 １４８ 平成１１ １９９９ キウス４遺跡（６） 千歳市 キウス４ ７ １６ ２
８６ 北埋調報 １５２ 平成１２ ２０００ キウス４遺跡（７） 千歳市 キウス４ １８ １０９ ４５
８７ 北埋調報 １５７ 平成１２ ２０００ キウス４遺跡（８） 千歳市 キウス４ ４９ ５１９ ３８０
８８ 北埋調報 １５９ 平成１２ ２０００ ユカンボシＣ１５遺跡（４） 千歳市 ユカンボシＣ１５ １ １ ３
８９ 北埋調報 １６０ 平成１２ ２０００ 対雁２遺跡（２） 江別市 対雁２ ５ ３２ ４１
９０ 北埋調報 １７３ 平成１３ ２００１ チプニー１・チプニー２遺跡 千歳市 チプニー１ ４ １４ ３３
９１ 北埋調報 １７３ 平成１３ ２００１ チプニー１・チプニー２遺跡 千歳市 チプニー２ １ ５ ０
９２ 北埋調報 １７４ 平成１３ ２００１ ケネフチ９遺跡 千歳市 ケネフチ９ ２ １０ １
９３ 北埋調報 １７６ 平成１３ ２００１ ユカンボシＣ１５遺跡（５） 千歳市 ユカンボシＣ１５ ０ ０ ０
９４ 北埋調報 １７７ 平成１３ ２００１ 対雁２遺跡（３） 江別市 対雁２ １ ６ ６９
９５ 北埋調報 １８０ 平成１４ ２００２ キウス４遺跡（９） 千歳市 キウス４ ９０ １６２３ ６９６
９６ 北埋調報 １８７ 平成１４ ２００２ キウス４遺跡（１０） 千歳市 キウス４ ０ ０ ０
９７ 北埋調報 １８８ 平成１４ ２００２ オルイカ１遺跡 千歳市 オルイカ１ ２ ３２ ２
９８ 北埋調報 １８９ 平成１４ ２００２ オルイカ２遺跡 千歳市 オルイカ２ ５ １７ ４
９９ 北埋調報 １９２ 平成１４ ２００２ ユカンボシＣ１５遺跡（６） 千歳市 ユカンボシＣ１５ ０ ５９ ０
１００ 北埋調報 １９３ 平成１４ ２００２ 対雁２遺跡（４） 江別市 対雁２ ４１ ８１ ３６
１０１ 北埋調報 ２０４ 平成１５ ２００３ 対雁２遺跡（５） 江別市 対雁２ ３ ５ １１
１０２ 北埋調報 ２０６ 平成１５ ２００３ オルイカ１遺跡（２） 千歳市 オルイカ１ １ ２ ２
１０３ 北埋調報 ２０７ 平成１５ ２００３ チプニー２遺跡（２） 千歳市 チプニー２ ２ １２ １２
１０４ 北埋調報 ２１５ 平成１６ ２００４ 対雁２遺跡（６） 江別市 対雁２ ０ １ ０
１０５ 北埋調報 ２２１ 平成１７ ２００５ オルイカ２遺跡（２） 千歳市 オルイカ２ ２３ ３４ １０
１０６ 北埋調報 ２２５ 平成１７ ２００５ チプニー２遺跡（３） 千歳市 チプニー２ ３１ ７ ２７
１０７ 北埋調報 ２２６ 平成１７ ２００５ 対雁２遺跡（７） 江別市 対雁２ １６ ３８ ４１
１０８ 北埋調報 ２３１ 平成１８ ２００６ 対雁２遺跡（８） 江別市 対雁２ ３３ ４９ ４２９
１０９ 北埋調報 ２３８ 平成１８ ２００６ 祝梅川上田遺跡・梅川２遺跡 千歳市 梅川２ ３ ５ ６
１１０ 北埋調報 ２３８ 平成１８ ２００６ 祝梅川上田遺跡・梅川２遺跡 千歳市 祝梅川上田 ５ ９ ４
１１１ 北埋調報 ２４０ 平成１８ ２００６ 対雁２遺跡（９） 江別市 対雁２ １３ １４ ２２
１１２ 北埋調報 ２５１ 平成１９ ２００７ キウス５遺跡（８） 千歳市 キウス５ ３ １７ １０
１１３ 北埋調報 ２５２ 平成１９ ２００７ キウス９遺跡 千歳市 キウス９ １３ ４９ １８１
１１４ 北埋調報 ２５５ 平成１８ ２００６ 対雁２遺跡（１０） 江別市 対雁２ １ ２ ４

（道教委・道埋文センター発掘調査分） 合 計 ８２２ ７７０４ ４８０１
１ 保第 ２ 平成７ １９９５ ポンオサツ・ケネフチ５ 千歳市 ポンオサツ ２ １ １８
２ 保第 ２ 平成７ １９９５ ポンオサツ・ケネフチ５ 千歳市 ケネフチ５ ５ ４２ ０
３ 保第 ３ 平成７ １９９５ オサツ１５・１６・１８ 千歳市 オサツ１５ １ １４ １
４ 保第 ３ 平成７ １９９５ オサツ１５・１６・１８ 千歳市 オサツ１６ ４ ４４ １４
５ 保第 ３ 平成７ １９９５ オサツ１５・１６・１８ 千歳市 オサツ１８ １ １ ０
６ 保第 ５ 平成８ １９９６ ポンオサツ（２）・オサツ１８（２）・ケネフチ５（２） 千歳市 ポンオサツ １ １ ０
７ 保第 ５ 平成８ １９９６ ポンオサツ（２）・オサツ１８（２）・ケネフチ５（２） 千歳市 オサツ１８ １ １ ８
８ 保第 ５ 平成８ １９９６ ポンオサツ（２）・オサツ１８（２）・ケネフチ５（２） 千歳市 ケネフチ５ ５ １４ ２
９ 保第 ６ 平成８ １９９６ オサツ１５（２） 千歳市 オサツ１５ ５ ４７ ７
１０ 保第 ７ 平成８ １９９６ オサツ１６（２） 千歳市 オサツ１６ １３ ２８ ８
１１ 保第 ８ 平成９ １９９７ オサツ１５（３） 千歳市 オサツ１５ ６ ２６ ４
１２ 保第 ９ 平成９ １９９７ オサツ１６（３） 千歳市 オサツ１６ ２ １４ ０
１３ 保第 １０ 平成９ １９９７ ケネフチ５（３） 千歳市 ケネフチ５ １１ ６８ ２３

（保護協会発掘調査分） 合 計 ５７ ３０１ ８５
総 合 計 ８７９ ８００５ ４８８６

７



６ 普及・啓発事業の概要

� 展示活動
ａ 常設展示「掘り出された北の歴史」

常設展示にあたっては、国（文化庁）をはじめ、函館市・北斗市・今金町・木古内町・余市町・

登別市の各教育委員会、市立函館博物館、知内町郷土資料館、芦別市星のふる里百年記念館に、展

示品借用についての協力を得ている。

また、テーマ展との関係から、展示室・ホールとの併用で展示を行っている。

［千歳市ママチ遺跡出土土面展示］

国指定重要文化財の「土面」（国保有、昭和６３年６月６日指定）を常設展示している。「土面」

は千歳市ママチ遺跡から昭和６１年に出土、縄文時代晩期終末のもので、土面としては最も北方か

ら出土したものである。

［遺跡調査と保護活用］

北海道内の遺跡分布、遺跡の調査・整理作業の実際、遺物の分析・保存処理の方法などについ

ての解説。また国指定重要文化財の複製品も展示している。

［石の道具］

石は、人類が最初に利用した素材の一つである。旧石器時代の石の道具は、破片の接合から高

度な技術で製作されたことが明らかとなった。遠軽町（旧白滝村）白滝遺跡群、千歳市柏台１遺

跡、今金町ピリカ遺跡（国指定史跡）、木古内町新道４遺跡出土の石器、接合資料などを展示し

た。また、縄文時代には用途に応じて、それに合う石材を利用し、様々な形の石器が作られた。

その使用方法を図と復元模型でわかりやすく示している。

［木の道具］

木の道具は、通常の遺跡では腐って残らないが、実際の生活の中では各所に使われていた。そ

のため低湿性遺跡など腐食しにくい状況で出土した木の道具は、昔の人々の生活の様子を大変良

く伝えてくれる。千歳市美々８遺跡低湿部のアイヌ文化期の遺物のほか、ユカンボシＣ１５遺跡の

丸木舟、キウス４遺跡の縄文時代後期の脚付き容器などを展示している。展示品は保存処理後の

遺物である。

千歳市美々８遺跡低湿部出土品は、平成１７年６月９日国指定重要文化財に指定され、その一部

を常設展示している。また、美々８遺跡の「美々ムラ」復元模型を置いている。

［金属の道具］

金属の道具は、人類が新しく手にしたものの一つである。刀・刀子・鍋等は交易品として北海

道に入ってきたものが多く、それら道具類を手に入れるための交易が、北海道社会を変容させる

一つの要因となった。

金属製品も腐食しやすい材質であり、展示品は保存処理を行っている。

［土の道具：土と火の造形］

粘土を成形し火で焼き上げた土器は、人類が最初に手に入れた火にかけられる容器である。土

器によって、食材の利用範囲が大きく拡大し、縄文時代の安定がもたらされたと考えられている。

土器は自由な造形ができる粘土を使用しているため、時代とともに文様や形が様々に変化してお

り、時には機能を超越した、変わった形態や美しさをかもし出すものがある。
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［こころの道具］

「装いとこころ」：身を飾った装身具には、ヒスイ製、コハク製などの各種玉、�状耳飾り、
土製の耳栓などがあり、当時の人々のおしゃれごころや精神生活の一端をみせてくれる。

「墓と副葬品」：墓の副葬品は、当時の生活用具をセットでみせてくれるとともに、当時の人々

の「死」に対する恐れ、悲しみなど、「こころ」の一面をのぞかせてくれる。

「動物とひと」：動物意匠の土器、動物形石製品などは、人と動物とのふれあいを感じさせる。

表現される動物たちに、何を感じ、何を求めていたのか、当時の人々の自然と対峙する生活の一

端を考えさせられる。

［キウスの縄文村］

千歳市キウス４遺跡の発掘調査から、周堤墓、盛土遺構、住居跡などをジオラマに復元、合成

樹脂で剥ぎ取った盛土遺構土層断面を展示している。盛土遺構の出土遺物には、祭祀に使われた

と考えられる赤彩の土器、特殊な形の土器・土製品、玉類、土偶などがある。

［ビデオコーナー］

遺跡についてわかりやすく解説した『ビビちゃんとフクロウ博士の遺跡ってなーに』『ビビちゃ

んとフクロウ博士の発掘体験』『ビビちゃんとフクロウ博士の縄文生活体験』などを常時上映し

ている。

［体験コーナー］

石器コーナー：石器を使ったドングリの皮むき、石器の接合、石器の紙切り体験。石器の材料と

なる石材見本展示

火起し体験コーナー：キリモミ、ヒモキリ、マイキリによる火起し体験

装身具コーナー：様々な材質のペンダント装着体験

土器コーナー：土器拓本体験、煮炊きに使った復元土器の展示

［常設展示点数一覧］

展 示 場 所 ・ コ ー ナ ー
遺物
点数

パネル・レプリカなど
合計
点数

ホール・展示回廊 ０ ９ ９

常設展示室

受付・導入部分 ２ ５ ７

「遺跡調査と保護活用」部分
遺跡調査 ２ ６３ ６５

遺物の保存と分析 ０ ６１ ６１

「石の道具」部分
旧石器時代の石器 １４２ １０ １５２

縄文時代の石器 １２８ １８ １４６

「木の道具」部分
縄文時代の木製品 ６ １６ ２２

アイヌ文化期の木製品 ３２ １４ ４６

「金属の道具」部分 ２４ １３ ３７

「骨の道具」部分 ３ ２ ５

「土の道具」部分 ２０３ ２２ ２２５

「こころの道具」部分

装いとこころ ７５７ ９ ７６６

墓と副葬品 １１４ ３ １１７

動物とひと １５ １０ ２５

「キウスの縄文ムラ」部分 ５２ １１ ６３

「新しい時代へ」 １９ １ ２０

屋外
エントランスひろば ０ １ １

中庭 ０ １８２０ １８２０

合 計 １４９９ ２０８８ ３５８７
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ｂ 特別展示

○『わかる考古学１ 縄文生活体験ひろば－ふれる・つくる・つかう、体感する考古学－』展

［会期］平成１９年７月７日（土）～８月２６日（日）

［展示のねらい］

考古学の成果をわかりやすく紹介する企画「わかる考古学」の第１回目で、勾玉づくりや耳飾り

づくりなど主に縄文時代の装飾品づくりを通して、埋蔵文化財をより身近なものとして体感する場

をつくることを目的とした。

［展示構成］

【縄文アクセサリー工房】（ホール）

実物を観察し、「カタログ」「レ

シピ（つくりかた手順）」を参考

にして自分で素材や道具を選び、

縄文アクセサリーをつくる体験が

できる。主に以下の内容で製作体

験ができる

『縄文ネックレスに挑戦』：いろ

いろな種類の玉をつくり、組み合

わせて腕輪やネックレスにする。

「勾玉をつくる」：滑石を磨い

てミニチュア勾玉をつくる。

「丸玉・管玉・臼玉・小玉をつ

くる」：滑石を磨いていろいろな

種類の玉をつくる。

「縄文ペンダントをつくる」：滑石を磨いてペンダント（垂飾）をつくる。

「土製の玉をつくる」：オーブン粘土を使って、土製玉をつくる。

『耳飾りに挑戦』：粘土や滑石を用いて耳飾り、スタンプ形の飾りをつくる。

「土製耳飾り・耳栓をつくる」：

オーブン粘土を使って、土製の耳

飾りをつくる。

「けつ状耳飾りをつくる」：滑

石を磨いてけつ状耳飾りをつくる。

『土面をつくる』：ママチ遺跡の

土面（重要文化財）を手本に、紙

粘土で土面をつくる。

【縄文文化に触れる・道具を使う】

（展示廊下）

土器や石器等、縄文時代の各時

期の遺物を揃え、触れて観察する

場をつくる。また、レプリカを使っ

て道具の使用法を体験する。

縄文アクセサリー工房

勾玉をつくる
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江別市　610札幌市　180

石狩管内（札幌・ 
江別除く）　59

空知管内　34
上川管内　10
渡島管内　9
網走管内　6

 
後志管内　5

釧路管内　4
胆振管内　2

道外　22
海外　1

一般　270

幼児　23

小学１年生　69

小学２年生　61

小学３年生　110

小学４年生　133

小学５年生　50

小学６年生　85 
 

小学生　48

中学生　36

高校生　2

大学生　3 
 

不明　88 
 

年齢別参加者数 地域別参加者数 

『じょうもんタッチ』：土器や石器に直接触れて観察する。

『縄文模様図鑑をつくる』：本物の縄文土器から模様を写しとる「拓本」に挑戦する。

『火おこし』：きりもみ式、ひもぎり式、弓ぎり式での火おこし体験。

『石器を使う』：ナイフで紙や皮を切り、たたき石で木の実をすりつぶすなどの体験

【マスターコース】（体験コーナー）

勾玉作りや火おこしの準備など、縄文生活体験ひろばの裏側を体験することができる。

（勾玉素材の準備、火おこし軸木のカット、砥石の清掃などの手伝いを含む）

［展示企画］ 藤井 浩

付記：「縄文生活体験展」の広報と入館者数について

「縄文生活体験展」は、平成１７年度からおもに夏休み期間中の児童・生徒向け体験型展示として実

施している。開催前には以下に記した近隣の小中学校に、広報を行っている。

また、平成１９年度については、体験展参加の際に記入していただいた「参加カード」から、参加者

の地域別、年齢別のグラフを示す。

・平成１７年度 特別展として開催

会期：６月２４日（金）～８月２８日（日） ５７日間

期間中の入館者数：２，１２１名 １日あたりの入館者数：３７名

広報範囲：江別市内 小学校１９校、中学校１０校

・平成１８年度 夏休み期間中の体験コーナーイベントとして開催

会期：７月２６日（水）～８月３１日（木） ３２日間

期間中の入館者数：１，６０３名 １日あたりの入館者数：５０名

広報範囲：センター近隣の小中学校 江別市（小１９、中１０）

札幌市の厚別区・清田区・白石区（小５３、中２５）

・平成１９年度 特別展として開催

会期：７月７日（土）～８月２６日（日） ４４日間

期間中の入館者数：２，７３４名 １日あたりの入館者数：６２名

広報範囲：おもに隣接する市町村の小学校 札幌市２０９、江別市１９、北広島市１０、岩見沢市１５、当

別町４、南幌町３、新篠津村１、長沼町５
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○『交流の考古学３ －船－』展

［会期］平成１９年９月２９日（土）～１１月１８日（日）

［展示のねらい］

船に関わる出土遺物から、本州、大陸などからモノの輸送に使用された船が北海道の歴史に与え

た影響を展示を通して探りながら、埋蔵文化財の保護について理解を深めることを目的とした。

［協力機関］

北海道大学総合博物館、北海道開拓記念館、北海道立北方民族博物館、札幌市教育委員会、

いしかり砂丘の風資料館、函館市教育委員会、余市町教育委員会、利尻町教育委員会、

苫小牧市博物館、羅臼町教育委員会

［展示構成］

� 各時代の船関連遺物

縄文の船、続縄文の船、オホーツクの船、擦文の船、アイヌ文化の船

� 海を越えた交流によりもたらされた品々

本州から：ヒスイ、赤彩土器、須恵器

大陸から：陶磁器、銭貨

� 船からみる先史時代の生業

鯨漁、海獣狩猟、アワビ漁

［展示企画］ 倉橋直孝

＊詳細は、特別展示概要を参照。

「交流の考古学３－船－」展示状況
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○『わかる考古学２ 北海道遺跡百選－遺跡との出会い－』展

［会期］平成２０年１月５日（土）～３月２日（日）

［展示のねらい］

考古学の成果をわかりやすく紹介する特別展示「わかる考古学」の第２回目で、「北海道の遺跡」

をテーマにとりあげる。遺跡地図や写真などにより、道内のどこに、どんな遺跡があるかを整理し

て紹介し、来館者にとって埋蔵文化財の存在がより身近なものになることを展示の目的とした。

［協力機関］

いしかり砂丘の風資料館、浦幌町立博物館、恵庭市教育委員会、小樽市教育委員会、

上ノ国町教育委員会、標津町教育委員会、厚岸町教育委員会、江別市教育委員会、

釧路市立博物館、札幌大学埋蔵文化財展示室、市立函館博物館、森町教育委員会、

千歳市埋蔵文化財センター、帯広百年記念館、洞爺湖町教育委員会、苫小牧市博物館、

北海道大学埋蔵文化財調査室、北見市教育委員会、余市町教育委員会、利尻町立博物館、

斜里町立知床博物館、根室市歴史と自然の資料館

［展示構成］

� 遺跡との出会い

２０万分の１遺跡位置図から北海道の遺跡分布を概観した。

� 北海道遺跡百選

１万２千箇所ある北海道の全遺跡一覧表を中心に、旧石器時代からアイヌ文化期までの道内の

代表的な遺跡を写真パネルなどで紹介した。これらの遺跡を百選候補として、来館者の投票によっ

て今年の百選を選出した。

� みんなの遺跡百選

投票結果、アンケート結果は随時展示室内で発表した。また、最終結果については展示室、ホー

ムページ上で紹介した。

［展示企画］ 藤井 浩

「わかる考古学２－北海道遺跡百選－」展示状況
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ｃ トピック展示：『�北海道埋蔵文化財センター平成１８年度遺跡発掘調査成果展』
［会期］平成１９年３月２７日（火）から６月１０日（日）

［展示のねらい］

財団法人北海道埋蔵文化財センターが平成１８年度に実施した発掘調査成果を、出土した遺物を中

心に写真、パネルなどで時期別に紹介した。

［展示内容］

【遺物とパネル等で紹介】

恵庭市西島松２遺跡 縄文前期・後晩期土器、縄文後晩期石器

恵庭市柏木川４遺跡 縄文晩期墓出土土器（手形・足形付土製品は会期前半のみ出展）・墓模型・

擦文土器・石器

千歳市キウス９遺跡 縄文晩期・擦文土製品（土玉）・縄文早期石刃鏃（会期後半のみ出展）

千歳市キウス５遺跡 擦文土器・土製品・縄文石製品

千歳市梅川４遺跡 縄文晩期土器

千歳市祝梅川上田遺跡 旧石器時代石器群・鉄鍋などアイヌ文化期金属製品

江別市対雁２遺跡 縄文晩期～続縄文土器

白老町虎杖浜２遺跡 縄文前期貝塚出土の石器、骨角器

北斗市矢不来８遺跡 縄文後期前葉土器

北斗市矢不来１０遺跡 箱館戦争当時の銃弾

下川町前サンル１遺跡 珪岩製石器

遠軽町旧白滝５遺跡 旧石器時代石器群

釧路町天寧１遺跡 縄文中～後期の貝塚出土の骨角器、盛土遺構の人骨出土状況を３次元画像

で再現

【パネル・写真で紹介】

白糠町上茶路遺跡・占冠

村占冠原野１遺跡・赤井

川村日の出２遺跡・赤井

川村板小屋沢遺跡・千歳

市梅川２遺跡

北海道立埋蔵文化財セ

ンター重要遺跡確認調査

の紹介：幌延町音類竪穴

群

保存処理・分析作業の

紹介：保存処理・分析な

どの詳細内容、市町村協

力の内容など

［展示企画］ 財団法人北

海道埋蔵文化財センター調

査部
「発掘調査成果展」展示状況
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ｄ 周辺施設との連携

北海道開拓記念館が主体となり、周辺施設と連携してゴールデンウィーク期間中に行う「ウォー

クラリー」に参加した。平成１８年度から行っている。期間中（４日間）の来館者は７１９名であった。

「歴史発見！自然発見！ウォークラリー２００７」開催要項（北海道開拓記念館教育普及課作成）

■主 催：北海道開拓記念館・北海道開拓の村・埋蔵文化財センター・自然ふれあい交流館

■対 象：小中学生

（参加者は小中学生だが家族連れもターゲットとする）

（兄弟などで未就学児、高校生なども参加を希望する場合には拒否しない）

■開 催 日：２００７年５月３日（木）～６日（日） ４日間

■開催場所：開拓記念館・開拓の村・自然ふれあい交流館・埋蔵文化財センター

■開催時間：スタート（受付）時間 ９時３０分～１６時００分（最終日は１５時００分で締め切り）

ゴール時間 各施設の閉館時間まで

■内 容：事前申込は不要。

＊スタートは（受付）は、４施設のいずれででも可能。

＊参加希望者は、受付時間内に４施設のいずれかに来て受付する。

＊スタート地点で「秘密指令書」と「カード」を受け取る。

＊各自が４日間のうちに好きな順序・好きなペースで４施設を訪ね、４つのシールを集めて、

「カード」を完成させる。

＊各施設では、それぞれの施設の指令をクリアーして、シールを手に入れる。

＊４施設のうち３施設以上をまわればクリアーとなり、ゴール地点で記念品がもらえる（た

だし４施設をまわらなければ「カード」は完成しない。４施設をまわると、そこでも記念

品がもらえる）。

＊ゴールも、いずれの施設でも可能。

＊シールはゴールデンウィーク後も、各施設をまわればもらうことができる（ただし記念品

はもらえない）。
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� 特別利用等の状況
ａ 特別利用一覧

番号 利 用 者 使 用 目 的 使 用 期 間 利 用 資 料 名 備 考

１
市立函館博物館
成田 光

特別企画展のため 資
料調査

平成１９年４月７日 キウス４遺跡出土土器ほか

２
北海道大学
高倉 純

資料調査 平成１９年４月７日 遠軽町白滝遺跡群出土石器

３
平取町教育委員会
森岡健治

特別展のため 資料調
査

平成１９年４月２８日 キウス４遺跡出土土器ほか

４
國學院大學大学院
清水 香

論文資料作成資料調査 平成１９年５月１日
千歳市美々８遺跡・ユカンボシＣ１５遺跡出土常設展示
資料

重文含まず

５
茨城県ひたちなか市埋
蔵文化財調査センター
鈴木素行

資料調査 平成１９年５月２５日
千歳市美々４遺跡出土石棒
千歳市キウス４遺跡出土石棒破片

６
北海道大学
高倉 純

資料調査 平成１９年５月２６・２７日 遠軽町白滝遺跡群出土石器

７
東京大学
安斎正人

資料調査
平成１９年６月１日

６月２日
遠軽町白滝遺跡群出土石器

８
北海道大学
高倉 純

資料調査 平成１９年６月８日 遠軽町白滝遺跡群出土石器

９
中国吉林大学
陳全家

資料調査 平成１９年６月１８日
遠軽町白滝遺跡群出土石器
千歳市柏台１遺跡出土資料
千歳市オルイカ２遺跡出土資料

１０
東京大学大学院
榊田朋広

資料調査 平成１９年７月６日 千歳市オサツ２遺跡出土土器ほか

１１
北海道大学
高倉 純

資料調査 平成１９年７月１４日 遠軽町白滝遺跡群出土石器

１２
北海道大学
高倉 純

資料調査 平成１９年７月２１日 遠軽町白滝遺跡群出土石器

１３
北海道大学
高倉 純

資料調査 平成１９年７月２９日 遠軽町白滝遺跡群出土石器

１４
宙工房
川口英高

資料調査 平成１９年７月２９日 千歳市出土縄文土器ほか

１５
東京大学
林 和弘

資料調査
平成１９年７月３０日
～３１日

遠軽町白滝遺跡群出土石器
千歳市柏台１遺跡出土資料
千歳市オルイカ２遺跡出土資料

１６
東京大学
尾田識好

資料調査
平成１９年７月３０日
～３１日

遠軽町白滝遺跡群出土石器
千歳市柏台１遺跡出土資料
千歳市オルイカ２遺跡出土資料

１７
東京大学
役重みゆき

資料調査
平成１９年７月３０日
～３１日

遠軽町白滝遺跡群出土石器
千歳市柏台１遺跡出土資料
千歳市オルイカ２遺跡出土資料

１８
東北学院大学
大槻 巌

資料調査 平成１９年８月１０日 江別市吉井の沢遺跡出土北大式土器

１９ 藪下詩乃 資料調査 平成１９年８月１７日 遠軽町白滝遺跡群出土石器

２０
札幌大学教授
木村英明

資料調査 平成１９年８月１７日 千歳市オルイカ２遺跡出土旧石器関連資料

２１
長野県立歴史館
谷 和隆

資料調査 平成１９年８月２３日 遠軽町白滝遺跡群出土石器

２２
東京経済大学
中村 豪

資料調査 平成１９年８月２６日 展示資料等

２３
中国社会科学院
考古研究所
王小慶

資料調査
平成１９年８月２７日
～２８日

千歳市柏台１遺跡出土資料
千歳市オルイカ２遺跡出土資料

２４
北海道大学大学院
赤井文人

資料調査 平成１９年９月２０日 千歳市オサツ１６遺跡出土石器 継続利用

２５
北海道大学大学院
赤井文人

資料調査 平成１９年９月２６日 千歳市オサツ１６遺跡出土石器 継続利用

２６
北海道大学
高倉 純

資料調査 平成１９年９月２９日 遠軽町白滝遺跡群出土石器

２７
北海道大学
高倉 純

資料調査 平成１９年１０月２０日 遠軽町白滝遺跡群出土石器 継続利用

２８
北海道大学
高倉 純

資料調査 平成１９年１１月１１日 遠軽町白滝遺跡群出土石器 継続利用

２９
大阪府豊中市
野村裕次郎

資料調査（展示方法ほ
か）

平成１９年１１月１１日 千歳市美々４遺跡出土土器

３０
北海道大学
高倉 純

資料調査 平成１９年１１月１８日 遠軽町白滝遺跡群出土石器 継続利用

１６



番号 利 用 者 使 用 目 的 使 用 期 間 利 用 資 料 名 ・ 点 数 備 考

３１
東北学院大学
大学院
高橋 潤

資料調査 平成１９年１１月２９日
千歳市美々４遺跡ほか
動物形土製品等

３２
北海道大学
高倉 純

資料調査 平成１９年１１月２５日 遠軽町白滝遺跡群出土石器 継続利用

３３
北海道大学
高倉 純

資料調査 平成１９年１２月２日 遠軽町白滝遺跡群出土石器 継続利用

３４
北海道大学
赤井文人

資料調査 平成１９年１２月１１日 千歳市オサツ１６遺跡出土石器 継続利用

３５
北海道大学
赤井文人

資料調査 平成１９年１２月１４日 千歳市オサツ１６遺跡出土石器 継続利用

３６
北海道大学
高倉 純

資料調査 平成１９年１２月１５日 遠軽町白滝遺跡群出土石器 継続利用

３７
北海道大学
赤井文人

資料調査 平成１９年１２月１９日 千歳市オサツ１６遺跡出土石器 継続利用

３８
国学院大学大学院
清水 香

論文作成資料調査 平成１９年１２月２０日 千歳市美々８遺跡・ユカンボシＣ１５遺跡出土木製品 重文含む

３９
北海道大学
香本佳彦

資料調査 平成１９年１２月２１日 千歳市オルイカ２遺跡出土カワシンジュガイ

４０
北海道大学
赤井文人

資料調査 平成１９年１２月２５日 千歳市オサツ１６遺跡出土石器 継続利用

４１
北海道大学
高倉 純

資料調査 平成２０年１月６日 遠軽町白滝遺跡群出土石器 継続利用

４２
北海道大学
高倉 純

資料調査 平成２０年１月２０日 遠軽町白滝遺跡群出土石器 継続利用

４３
北海道大学
高倉 純

資料調査
平成２０年２月２日
～２月３日

遠軽町白滝遺跡群出土石器 継続利用

４４
北海道大学
高倉 純

資料調査
平成２０年２月９日
～２月１０日

遠軽町白滝遺跡群出土石器 継続利用

４５
北海道大学
高倉 純

資料調査 平成２０年２月１７日 遠軽町白滝遺跡群出土石器 継続利用

４６
江別市
平 一宏

資料調査 平成２０年２月２３日 千歳市キウス４遺跡出土注口土器ほか

４７
北海道大学
高倉 純

資料調査 平成２０年２月２３日 遠軽町白滝遺跡群出土石器 継続利用

４８
北海道大学
高倉 純

資料調査 平成２０年３月１日 遠軽町白滝遺跡群出土石器 継続利用

４９
国立歴史民俗博物館
小林謙一

資料調査 平成２０年３月５日 江別市大麻１遺跡出土土器

５０
厚真町教育委員会
奈良智法

資料調査 平成２０年３月５日 千歳市美々８遺跡出土はばき

５１
北海道大学
赤井文人

資料調査 平成２０年３月６日 千歳市オサツ１６遺跡出土旧石器 継続利用

５２
北海道大学
高倉 純

資料調査 平成２０年３月９日 遠軽町白滝遺跡群出土石器 継続利用

５３
北海道大学
赤井文人

資料調査 平成２０年３月１１日 千歳市柏台１遺跡出土旧石器

５４
北海道大学
赤井文人

資料調査 平成２０年３月１３日 千歳市柏台１遺跡出土旧石器

５５
北海道大学
赤井文人

資料調査 平成２０年３月１９日
千歳市キウス７遺跡、オサツ２遺跡、ユカンボシＣ１５
遺跡出土旧石器

５６
北海道大学
高倉 純

資料調査 平成２０年３月２３日 遠軽町白滝遺跡群出土石器 継続利用

５７
北海道大学
赤井文人

資料調査 平成２０年３月２５日 千歳市キウス７遺跡出土旧石器

５８
北海道大学
高倉 純

資料調査 平成２０年３月３０日 遠軽町白滝遺跡群出土石器 継続利用
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ｂ 模写品等使用承認一覧

番号 申 請 者 使 用 目 的 利 用 資 料 名 ・ 点 数 備 考

１ 北海道考古学会
運営委員 阿部明義

２００７年度北海道考古学会研究大会ポ
スター作成のため

八雲町栄浜１遺跡「Ｐ�２０」および「Ｐ�２０の複製
品写真
デジタルデータ２点

２ 北海道大学
高倉 純

第７２回アメリカ考古学会大会での口
頭発表 遠軽町奥白滝１遺跡出土石器 ６点

３ 遠軽町長
北川健司

「日本の地質百選」解説書（仮称）
への「白滝黒曜石」の資料掲載

遠軽町赤石山８号沢の露頭写真ほか デジタル
データ ９点

４
長野県浅間縄文ミュージアム
館長
萩原 茂

博物館企画展「仮面の縄文」の参考
パネルに利用

千歳市ママチ遺跡出土土面写真ほか 写真転載３
点

５ 株式会社ニューサイエンス社 月間考古学ジャーナル２００７年５月臨
時増刊号の表紙に使用

恵庭市柏木川４遺跡手形付土製品
写真デジタルデータ１点

６ 冨永勝也 シンポジウム「縄文文化の成立－草
創期から早期へ」の事例報告に使用

函館市中野Ａ遺跡出土遺物ほか
写真デジタルデータ１０３点

７

大学共同利用機関法人人間文
化研究機構
国立歴史民俗博物館
館長 平川 南

企画展「弥生はいつから�－年代研
究の最前線－」の図録・パネル等展
示関連印刷物に使用

北斗市茂別遺跡出土続縄文土器
写真デジタルデータ８点

８ 高倉 純 研究論文（「古代文化」第５８巻第Ⅳ号）
で使用するため 遠軽町奥白滝１遺跡出土資料

９
株式会社至文堂
代表取締役
川上 潤

日本の美術４９５「縄文土器 草創期・
早期」に参考資料として図版掲載の
ため

函館市中野Ｂ遺跡出土土器集合写真
写真複写版１点

１０
株式会社至文堂
代表取締役
川上 潤

日本の美術４９５「縄文土器 草創期・
早期」に参考資料として図版掲載の
ため

函館市中野Ｂ遺跡遠景写真
写真複写版１点

１１ 岩手県教育委員会
教育長

『平成１９年度 北の縄文文化回廊
展』に使用のため

白老町社台１遺跡赤彩壷出土状況写真ほか
写真デジタルデータ １４点

１２
市立函館博物館
館長
長谷部一弘

特別企画展『蘇る北の縄文ロード－
発掘された縄文の世界－』に使用の
ため

千歳市美々４遺跡動物形土製品写真ほか
写真デジタルデータ １８点

１３
㈲あえるクリエイテイブ
月刊rakra編集部
編集長 内澤稲子

「北東北の大人のためのエリアマガ
ジンrakra」に使用のため

八雲町野田生１遺跡出土赤彩注口土器写真
写真デジタルデータ １点

１４
株式会社 雄山閣
代表取締役
宮田哲男

『季刊考古学』第１００号に使用のため
恵庭市柏木川４遺跡出土手形付・足形付土製品お
よび出土土器写真
写真デジタルデータ ３点

１５
株式会社 山川出版社
編集長
斉藤幸雄

『日本史図録』（仮称）に使用のため 平取町ポロモイチャシ跡写真
写真デジタルデータ １点

１６ 西脇対名夫 任意団体会報記事（『北海道考古学会
だより』第８９号）の挿図として使用

千歳市キウス４遺跡出土石剣写真
写真撮影 ２点

１７
北海道開拓記念館
館長
丹保憲仁

第６３回特別展『鯨』展示パネルに使
用のため

函館市桔梗２遺跡出土シャチ形土製品写真
写真デジタルデータ １点

１８ オフィスＪ．Ｂ
飯田幸夫

「ＣＧ日本史シリーズ 古代日本（仮
題）」に使用のため

函館市中野Ｂ遺跡出土土器集合写真
写真デジタルデータ １点

１９

有限会社コーベット・フォト
エージェンシー
代表取締役
丹波方人

「新日本史総覧（仮称）」 遠軽町上白滝８遺跡出土細石刃写真
写真複写版 １点

２０
株式会社 至文堂
代表取締役
川上 潤

日本の美術４９８「縄文土器後期」に使用

八雲町野田生１遺跡出土赤彩土器写真
キウス４、５、７遺跡出土盛る器集合写真、炊く
器集合写真
写真複写版 ３点

２１
株式会社 至文堂
代表取締役
川上 潤

日本の美術４９８「縄文土器 後期」に
使用

八雲町野田生１遺跡、小樽市忍路土場遺跡、千歳
市キウス４・７遺跡出土土器写真ほか
デジタルデータ１２点

２２ 札幌大学埋蔵文化財展示室
木村英明

ＮＨＫ特別企画白滝遺跡群ジオパー
ク推進協議会の取り組み報道番組に
使用のため

遠軽町上白滝２遺跡出土細石刃、細石刃核写真
写真転載 １点

２３ 一戸町教育委員会
教育長 遠藤裕一

北の縄文文化回廊展示図録に使用の
ため

千歳市キウス４遺跡出土巻き貝形土器ほか 写真
撮影 １６点

２４ 国際縄文学協会
西垣内賢佑 会報誌『縄文』１６号に使用のため

恵庭市柏木川４遺跡出土
手形付・足形付土製品など集合写真 デジタル
データ１点

２５ 恵庭市郷土資料館
館長 水高和彦

恵庭市郷土資料館常設展示入り口画像
検索システム掲載画像に使用のため

恵庭市柏木川４遺跡出土
手形付・足形付土製品など デジタルデータ５点

２６
株式会社 至文堂
代表取締役
川上 潤

日本の美術４９９『縄文土器 晩期』に
使用のため

恵庭市柏木川４遺跡出土
手形付・足形付土製品など集合写真 デジタル
データ２点

２７ 北海道開拓記念館
館長 丹保憲仁

『北海道開拓記念館だより』Vol．３７
No．２

千歳市美々４遺跡出土アンモナイト
写真撮影 １点

２８
株式会社同成社
代表取締役
山脇洋亮

『縄文時代の考古学 ５巻』中村耕
作「クッキー状・パン状食品」挿図
に使用のため

小樽市忍路土場遺跡出土クッキー状・パン状炭化
物
写真転載 １点

２９ 千歳市長
山口幸太郎

『写真誌ちとせ』２００８年度版に使用
のため

千歳市美々４遺跡周提墓ほか
写真転載 ３点
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ｃ 資料貸出承認一覧

番号 申 請 者 使 用 目 的 利 用 資 料 名 ・ 点 数 備 考

３０ 株式会社河出書房
代表取締役 若森繁男

堤 隆編『考古学の世界 旧石器時
代』に使用のため

遠軽町上白滝８遺跡出土接合資料写真ほか
写真復刻版 １５点

３１ 日本考古学協会
代表理事 西谷 正 『日本考古学年報』５９に使用のため

恵庭市柏木川４遺跡出土手形付・足形付土製品な
ど資料写真
デジタルデータ １点

３２ 恵庭市郷土資料館長
水高和彦

恵庭市郷土資料館常設展示入り口画
像検索システム掲載画像に使用のため

恵庭市ユカンボシＥ１０遺跡調査状況写真ほか
写真転載３点 写真デジタルデータ５点

３３
江別市教育委員会
教育長
高橋 侃

江別市郷土資料館ロビー展に使用 江別市大麻１遺跡出土草創期土器写真
写真デジタルデータ１点

３４
白糠町教育委員会
教育長
板谷聖一

上茶路遺跡出土遺物の展示にかかわ
る解説パネルの制作

白糠町上茶路１遺跡調査区遠景写真ほか
写真復刻版 １０点

３５
指宿市考古博物館
時遊館ＣＯＣＣＯはしむれ
館長 田中民也

平成１９年度企画展示にパネルとして
展示、企画展示図録に掲載

恵庭市柏木川４遺跡出土手形付・足形付土製品写真
ＫＰ３９７出土遺物集合写真
ＫＰ３９７遺物出土状況写真
計 写真デジタルデータ３点

３６
㈱小学館出版局歴史・美術
「日本の歴史」編集部
編集長 清水芳郎

『日本の歴史』第２巻「日本の原像」
に使用

恵庭市ユカンボシＥ７遺跡
Ｐ－１遺物出土状況写真

３７ 西脇対名夫 『知床の考古』（仮題）に使用 八雲町野田生１遺跡ＡＨ－１１住居跡出土土器写真
写真デジタルデータ １点

３８

東北歴史博物館
館長 進藤秋輝
北海道開拓記念館
館長 丹保憲仁
新潟県立歴史博物館
館長 中島太郎

特別展「古代北方世界に生きた人び
と－交流と交易－」において展示図
録、パネル、広報など展示関連印刷
物に使用のため

恵庭市西島松５遺跡出土大刀写真ほか
写真デジタルデータ １６点

３９
産経新聞大阪本社
編集局次長
安本寿久

産経新聞の連載「日本人解剖」に使
用

芦別市滝里安井遺跡出土クマ形石製品写真
写真デジタルデータ １点

４０
札幌市教育委員会指導室
指導担当係長
工藤真嗣

指導資料に使用
千歳市美々８遺跡出土フクロウ意匠のついた土器
写真
写真転載 １点

４１
青森県環境生活部県民生活文
化課
課長 中村満義

書籍に使用

千歳市オサツ２遺跡出土「大」刻書須恵器壺写真
１点
千歳市ユカンボシＣ１５遺跡出土ヘラ記号・文様須
恵器壺写真 ２点
計 写真プリント ３点

４２
ＮＰＯ法人ＮＰクラスター
湧別川流域研究部会長
本吉春雄

シンポジウム資料に使用 遠軽町白滝遺跡群出土旧石器接合資料写真
写真転載 １点

４３ 弥永北海道博物館 書籍に使用 今金町美利河２砂金採掘跡写真
写真デジタルデータ ３点

４４ 岩宿博物館
館長 近藤秀樹

学習シート『岩宿人のくらしをさぐ
る』に使用のため

遠軽町赤石山黒曜石露頭写真
写真デジタルデータ １点

４５ 熊谷仁志 『知床の考古学』（仮題）に使用のた
め

千歳市美沢３遺跡出土土器写真ほか
写真デジタルデータ １３点

４６ 根室歴史と自然の資料館
館長 佐藤達雄

根室市歴史と自然の資料館企画展展
示資料に使用のため

八雲町野田生１遺跡出土赤彩土器写真ほか
写真転載 ４点

番号 申 請 者 使 用 目 的 貸 出 資 料 名 お よ び 点 数 備 考

１
市立函館博物館
館長
長谷部一弘

平成１９年度市立函館博物館特別企画
展に展示のため

千歳市美々４遺跡出土動物形土製品（複製）ほか
２６件６５点

２
岩手県教育委員会
教育長 相澤 徹

岩手県立博物館・御所野縄文博物館
「北の縄文文化回廊展」展示資料の
ため

千歳市キウス４遺跡出土注口土器ほか
１６点

３
平取町教育委員会
教育長 斉藤憲章

平成１９年度沙流川歴史館特別展「縄
文土器のうつりかわり」展示のため

千歳市キウス４遺跡出土土器ほか ３８点

４ 北海道開拓記念館
第１４８回テーマ展「まるごとアンモナ
イト」の展示資料として

千歳市美々４遺跡出土アンモナイト
１点

５

東北歴史博物館
館長 進藤秋輝
北海道開拓記念館
館長 丹保憲仁
新潟県立歴史博物館
館長 中島太郎

特別展「古代北方世界に生きた人び
と－交流と交易－」において展示す
るため

恵庭市西島松５遺跡出土大刀 ５点
蕨手刀 ２点
擦文土器（甕） ５点
千歳市オサツ２遺跡出土鉄製鎌 １点
計 ４件１３点

６
九州国立博物館
館長 三輪嘉六

文化交流展示「海の道、アジアの路」
に陳列のため

遠軽町奥白滝１遺跡細石刃核など
計１４件

資料貸出
し期間の
更新

７
札幌市教育委員会
教育長
奥岡文夫

札幌市埋蔵文化財センター講演会「北
の縄文文化と土偶」に併せて展示す
るため

北海道函館市著保内野遺跡出土国宝「土偶」複製
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� 講演会・報告会 （道民カレッジ連携講座）

ａ 『�北海道埋蔵文化財センター平成１８年度発掘調査報告会』
［日 時］ 平成１９年４月１４日（土） １３：３０～１６：３０

［会 場］ ２階研修室

［内 容］ 平成１８年度に財団法人北海道埋蔵文化財センターが調査を行った遺跡のうち、次の遺跡

について、スライドを使用して発掘成果の報告を行った。また、成果展会場では、報告者

による展示解説を行った。

� 恵庭市西島松２遺跡 土肥研晶

� 恵庭市柏木川４遺跡 谷島由貴

� 千歳市キウス５遺跡 広田良成

� 千歳市梅川４遺跡 宗像公司

� 江別市対雁２遺跡 酒井秀治

� 白老町虎杖浜２遺跡 阿部明義

� 遠軽町旧白滝５遺跡 坂本尚史

� 釧路町天寧１遺跡 影浦 覚

	 白糠町上茶路遺跡 立田 理

［参加者］ ６２名

［企 画］ 財団法人北海道埋蔵文化財センター調査部

ｂ 秋季講演会 『船の考古学』

［日 時］ 平成１９年１１月１０日（土） １３：３０～１５：３０

［会 場］ ２階研修室・展示室

［講 師］ 国際日本文化研究センター教授 宇野隆夫氏

［内 容］ 船の考古学の研究視点として、旧大陸文明と新大陸文明の大きな違いについて解説して

いただいた。また、舟・船の研究について世界の技術史、交流史（水運、陸運）、都市史

の例を紹介していただいた。

［参加者］ ６９名

［企 画］ 倉橋直孝

＊詳細は、講演会要旨を参照。

ｃ 冬季講演会『土の中から出てきたよ－フォトグラファーからみた縄文世界－』

［日 時］ 平成２０年１月２６日（土） １３：３０～１５：３０

［会 場］ ２階研修室

［講 師］ 写真家 小川忠博氏

［内 容］ 国内各地で数多くの考古遺物を撮影している講師の、独自の撮影テクニックの紹介とと

もに、写真を通してみた縄文世界についてわかりやすく説明していただいた。約２００枚の

講師撮影の写真が紹介された。

［参加者］ ４７名

［企 画］ 藤井 浩

＊詳細は、講演会要旨を参照。
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� 考古学教室 （道民カレッジ連携講座）

ａ 第１回 「ガラス玉づくり１」

［日 時］ 平成１９年６月２３日（土） １３：３０～１５：３０

［講 師］ 装飾タイル制作家 宮�幸子
［参加者］ １５名

［内 容］ 北海道の遺跡からは様々なガラス玉が出土します。ガラス玉の歴史を学ぶとともに、作

り方についての説明と、実際にガラス玉づくりを体験した。

北海道内から出土するガラ

ス玉がどのように作られて

いったのか、色の取り合わせ

がどのようになされるのかな

どを解明するためには、製作

技法を理解することが重要で

す。ガスバーナーと市販のガ

ラス棒を使った方法で、実際

に丸い玉を作って、整形の難

しさ、大きな玉を作ることの

むずかしさなどを体験した。

「ガラス玉づくり１」は制作

経験のない方を対象とした。

ｂ 第２回 「ガラス玉つくり２」

［日 時］ 平成１９年６月３０日（土） １３：３０～１５：３０

［講 師］ 装飾タイル制作家 宮�幸子
［参加者］ １２名

［内 容］ 「ガラス玉づくり１」と同様。ただし、制作経験のある方を対象とした。

ｃ 第３回 「縄文ネックレスをつくってみよう」

［日 時］ 平成１９年９月８日（土）

１３：３０～１５：３０

［講 師］ 財団法人北海道埋蔵文化財

センター 普及活用課主任

藤井 浩

［参加者］ ２３名

［内 容］ 昨年までの「勾玉づくり」

講座の内容を発展させたもの

で、滑石の勾玉だけでなく、

素材にコハクを加え、いろい

ろな形の玉づくりにも挑戦し

た。

ガラス玉づくり

縄文ネックレスをつくってみよう
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ｄ 第４回 「石器づくり」

［日 時］ 平成１９年１１月３日（土） １３：３０～１５：３０

［講 師］ 財団法人北海道埋蔵文化財センター 主任 直江康雄

［参加者］ １２名

［内 容］ 旧石器時代の石器

の作り方を実際に体

験し、石や鹿の角を

使って黒曜石の原石

を打ち欠いて石器製

作技法に触れること

を目的とした。

今年度は、基本的

な石の割れ方や人類

の石器使用の歴史な

どの解説の後、旧石

器時代の細石刃技法

による石器製作の実

際を体験した。細石

刃の取得後に、用意

した木製の柄に装着しペーパーナイフ製作を予定していたが、時間の都合から、各自持ち

帰りの上、作製して頂くこととした。意図した打点に的確に合わすことや力の入れ具合な

ど、苦労される様子がみられ、旧石器時代人の特化した技術に触れて頂いた。

ｅ 第５回 「考古学入門講座」

［日 時］ 平成１９年１２月１５日（土） １３：３０～１５：３０

［講 師］ 財団法人北海道埋蔵文化財センター 普及活用課課長 村田 大

［参加者］ ４７名

［内 容］ 「考古学」とはどのような学問なのかを、わかりやすく解説することを目的とした入門

講座です。今回は一般になじみがないが、考古学研究の基礎資料である「発掘調査報告書」

の内容を解説した。また、報告書等から遺跡を調べ、現地へ行ってみる方法などを紹介し

ました。

ｆ 第６回 「拓本講座」

［日 時］ 平成２０年３月２２日（土） １３：３０～１５：３０

［講 師］ 財団法人北海道埋蔵文化財センター 普及活用課主任 藤井 浩

［参加者］ ２７名

［内 容］ 墨と画仙紙を使って土器の文様を写しとる「拓本」の講座です。縄文早期から擦文土器

まで、様々な時期の土器にも挑戦していただいた。

石器づくり
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� 考古学教室出前講座
ａ 事業目的

完全学校週５日制に対応し、土曜日や日曜日の休日に、市町村教育委員会との連携の下で、子供

たちにとってわかりやすく地域の歴史や文化を説明するとともに、それらを大切にする心を養い、

体験学習を通じて豊かな人間性や多様な個性を育むことを目的とする。

これまで、道立センター内で行ってきた考古学教室を、全道の市町村に出向いて地元教育委員会

と連携を図って実施することにより、市町村独自事業実施の契機となるよう努める。

ｂ 事業内容

� 地域の遺跡を学ぶ －実物にふれてみよう－（４０分程度）

地元市町村出土の遺物や北海道立埋蔵文化財センター保管の土器・石器類に実際に触れてもら

いながら、地元市町村の埋蔵文化財についての説明を行う。あわせて、埋蔵文化財紹介のビデオ

『遺跡ってなーに』を鑑賞する。

� 体験学習 －勾玉づくり－（２時間程度）

子供たちの歴史・文化に対する関心をより高めるために、縄文時代等にアクセサリーとして使

用されていた「勾玉」を、滑石を材料に紙ヤスリなどで実際に製作する。また、時間の許す限り、

石器（黒曜石破片）での紙切り、火おこしなどの体験学習を行う。

ｃ 実施報告

今回７か所の実施市町村では、社会教育事業として６か所、学校教育の体験学習として１か所で

実施した。実施時期は募集時期の兼ね合いもあり、７月・９月が多い。

最近は、出前講座が社会教育関連事業として位置付けられることが多く、市町村関係者への普及

という本来の趣旨が理解されていないことが多くなりつつある。募集時の説明、案内などを改善す

る必要があると感じている。

なお、旅費の負担等が問題となるが、市町村教育委員会等の依頼があれば「出前講座」を実施し

ている。今年度は２か所について実施した。

ｄ 実施市町村一覧

（「考古学教室出前講座」事業分）

（「考古学教室出前講座」依頼分）

市 町 村 名 実 施 場 所 実 施 日 参加人数 担 当 備 考

１ 苫前町 苫前町考古資料館 平成１９年６月１６日（土） １７名 村田・藤井
とままえふるさと塾 とまま
えのむかし発見

２ 北見市 瑞穂小中学校 平成１９年７月３日（火） ３５名 村田・倉橋
学校授業 小中学生および教
職員

３ 白老町 虎杖浜２遺跡プレハブ 平成１９年７月１４日（土） ５５名 村田・倉橋
白老町「歴史と文化のまちPR
体験学習」

４ 長沼町 役場３Ｆ会議室 平成１９年９月２日（日） １７名 倉橋・藤井 長沼町リーダー研修会

５ 共和町 共和町かかし古里館 平成１９年９月１５日（土） ３０名 倉橋・藤井
共和町かかし古里館 土曜日
講座

６ 利尻町 利尻交流促進施設どんと 平成１９年９月２２日（土） ２１名 倉橋・藤井 利尻町発掘探検隊講座

７ 白糠町 社会福祉センター 平成１９年１２月２２日（土） １５名 村田・藤井 ふるさと未来塾 第４回

市 町 村 名 実 施 場 所 実 施 日 参加人数 担 当 備 考

１ 北広島市 北広島市中央公民館 平成１９年７月８日（日） １８０名 藤井
第８回ワクワク公民館こども
まつり

２ 北広島市 広葉中学校 平成１９年１２月１２日（水） ４０名 藤井 ２年生社会科選択授業
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� こども考古学教室
ａ 「夏休み親子考古学教室」第１回・第２回

［期 日］ 第１回 平成１９年７月２８日（土）

第２回 平成１９年８月１１日（土）

［参加者］ 第１回 ２８名

第２回 １７名

［内 容］ 火おこし体験と勾玉づくりを中心

にした、小中学生の親子向けの考古

学入門講座です。

・ビデオによる入門講座・火おこし

体験・勾玉づくり・展示室体験ク

イズラリー

［企 画］ 藤井 浩

ｂ 写生会「ビビちゃんと描く縄文の世界」

［期 日］ 平成１９年８月４日（土）

［目 的］ 埋蔵文化財センターにある遺物や

展示物などを写生することで、埋蔵

文化財と深く触れあう機会を提供

し、埋蔵文化財保護への理解を深め

てもらう。

［参加者］ １４名

［内 容］ 絵の道具（水彩絵の具・クレヨ

ン・鉛筆など）を持参してもらい、

当方で用意した画用紙に埋蔵文化財

センターにある土器・石器等の遺

物、展示物を題材に写生会を実施し

た。提出された作品はセンター職員

による審査を行い、入賞者に賞状と

賞品を授与した。審査方法は「埋蔵

文化財というテーマに沿っている

か、その理解力は、そして夢がある

か」などを考慮して、職員の採点投

票によった。作品は当センターにて、

長期にわたり展示させていただい

た。

［企 画］ 藤井 浩

夏休み親子考古学教室

写生会の参加者

写生会の受賞者
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ｃ 「冬休み縄文生活体験ひろば」

［期 日］ 平成２０年１月４日（金）～１月１３日（日）

［目 的］ 体験学習を中心にした考古学入門講座を通して、埋蔵文化財への関心を高めることを目

的とした。

［内 容］ 展示室の遺物を手本にして、

大昔の道具の復元や生活の体験

を行う。

・ミニチュア土器をつくろう

・縄文時代の土製品（耳飾り・

土偶・仮面など）をつくろう

・ミニチュア勾玉をつくろう

・火おこしに挑戦しよう

・小さな小さな発掘体験

［企 画］ 藤井 浩

ｄ 「冬休み親子考古学教室」第１回・第２回

［期 日］ 第１回 平成２０年１月５日（土）

第２回 平成２０年１月１９日（土）

［参加者］ 第１回 ４０名

第２回 １１名

［内 容］ 勾玉づくりと展示室体験を中

心にした、小中学生向けの考古

学入門講座。

・ビデオによる入門講座・おこ

し体験・勾玉づくり・展示室

体験クイズラリー

［企 画］ 藤井 浩

ｅ 冬休み親子写真撮影会「フクロウ博士のフ

ォトコンテスト」

［期 日］ 平成２０年１月１２日（土）

［目 的］ 親子で埋蔵文化財センターにある

遺物や展示物などを写真に撮影する

ことで、埋蔵文化財と深く触れあう

機会を提供し、埋蔵文化財保護への

理解を深めてもらうことを目的とし

た。作品は当センターにて展示させ

ていただいた。

［参加者］ ９名

［企 画］ 藤井 浩

冬休み縄文生活体験ひろば

展示室体験クイズラリー

撮影会の参加者
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� 研修
［名 称］ 平成１９年度埋蔵文化財担当職員研修会「土器分類の実際８」

［目 的］ 発掘調査に携わる市町村職員等を対象に、土器の分類についての専門的な研修を行い、

今後の調査、普及啓発活動に寄与することを目的とする。

［講 師］ 大沼忠春氏（北海道教育庁文化・スポーツ課主任）

［日 時］ 平成２０年２月８日（金） １０：３０～１６：３０

（日程） １０：００ 受付開始

１０：３０ 主催者挨拶 第１調査部長 越田賢一郎

１０：４０～１２：００ 研修１ 「擦文時代土器研究史（前期）」

１３：００～１６：３０ 研修２ 「北海道における擦文時代土器の編年（前期）」

［会 場］ ２階研修室

［内 容］ 昨年度の続縄文文化後半期に関する研修に引き続き、今年度は擦文時代前期の土器分類

に関する基礎知識について研修を行った。

講師による擦文時代土器研究史の説明、関連する本州の土器編年の概要説明、北海道に

おける擦文時代前期のポイントとなる遺跡と出土土器の概要説明が主な内容である。

［参加者］ 市町村職員等 ２６名 北海道埋蔵文化財センター職員 ２５名

「研修会参加者名簿」（財団センター職員は除く）

名 前 所 属 名 前 所 属

１ 長 町 章 弘 恵庭市郷土資料館 １４ 松 田 功 知床博物館

２ 豊 田 宏 良 千歳市埋蔵文化財センター １５ 門 間 勇 斜里町埋蔵文化財センター

３ 松 田 淳 子 千歳市埋蔵文化財センター １６ 高 岡 由 香 斜里町埋蔵文化財センター

４ 石 神 敏 小樽市教育委員会 １７ 赤 石 慎 三 苫小牧市博物館

５ 三 浦 孝 一 八雲町教育委員会 １８ 菅 野 修 広 登別市教育委員会

６ 柴 田 信 一 八雲町教育委員会 １９ 川内谷 修 日高町立門別図書館郷土資料館

７ 佐 橋 赴 未 八雲町教育委員会 ２０ 長 田 佳 宏 平取町二風谷アイヌ文化博物館

８ 山 田 央 七飯町歴史館 ２１ 熊 崎 農夫博 厚岸町海事記念館

９ 斉 藤 邦 典 上ノ国町教育委員会 ２２ 高 橋 和 樹 北海道教育庁文化・スポーツ課

１０ 塚 田 直 哉 上ノ国町教育委員会 ２３ 中 田 裕 香 北海道教育庁文化・スポーツ課

１１ 澤 田 健 富良野市博物館 ２４ 藤 原 秀 樹 北海道教育庁文化・スポーツ課

１２ 高 畠 孝 宗 オホーツクミュージアムえさし ２５ 種 市 幸 生 北海道教育庁文化・スポーツ課

１３ 小 野 基 美幌博物館 ２６ 田 才 雅 彦 北海道教育庁文化・スポーツ課

会場の様子 講師：大沼忠春氏
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月 開館日数 大人（男性）大人（女性） 子供 合計
平成１９年４月 ２５ ４１５ １７９ ７５ ６６９
平成１９年５月 ２７ ４５６ ３５９ ４１３ １２２８
平成１９年６月 ２６ ４３４ ３５５ ３１０ １０９９
平成１９年７月 ２６ ５６６ ４００ ４５９ １４２５
平成１９年８月 ２７ ４７０ ５１４ ５３３ １５１７
平成１９年９月 ２５ ３７５ ３１２ ２２０ ９０７
平成１９年１０月 ２６ ４４１ ３５０ １４８ ９３９
平成１９年１１月 ２４ ３３４ ２６４ ２９ ６２７
平成１９年１２月 １９ ３２３ ２０３ １０ ５３６
平成２０年１月 ２４ ２７９ ２１６ １３８ ６３３
平成２０年２月 ２５ ２２２ ９５ １２ ３２９
平成２０年３月 ２５ ２９５ １９１ ４２ ５２８
合計 ２９９ ４６１０ ３４３８ ２３８９ １０４３７

は最多（平成１１年度除く）

月 １１年度 １２年度 １３年度 １４年度 １５年度 １６年度 １７年度 １８年度 １９年度 合計
４月 ７５８ ６５６ ５４５ ５３８ ８３１ ５９５ ８３０ ６６９ ５４２２
５月 ７０９ ４５３ ６５６ １０８１ ９６４ ７１６ １４４０ １２２８ ７２４７
６月 ６５２ ６２１ ８０８ １２９９ １０５４ ８５８ ７６８ １０９９ ７１５９
７月 ５２７ ３０３ ６３３ ９２２ ８２８ １１２４ １１３８ １４２５ ６９００
８月 ６７３ ３８８ ６６２ ７８９ ７４７ ８５１ １２３８ １５１７ ６８６５
９月 ５４４ ３７４ ６３１ ７６２ １０２０ ７２７ ７９０ ９０７ ５７５５
１０月 ６５０ ３０２ ６４９ ９９１ １０２７ ７７３ ９４５ ９３９ ６２７６
１１月 １９８８ ４６７ ６５９ ４４５ ８３６ ６６９ ６１８ ６６９ ６２７ ６９７８
１２月 ６８７ ２８６ ３２６ ６６９ ５０５ ３３０ ３１８ ２３２ ５３６ ３８８９
１月 ５９３ ２１８ ４１１ ２８７ ２２９ １８９ ２４０ ４６２ ６３３ ３２６２
２月 ３６６ １２９ ２４０ ２１２ ２７０ １８７ １８９ ２２６ ３２９ ２１４８
３月 ４６９ ２２１ ３６２ ２９７ ３３１ ２９６ ３６６ ３２９ ５２８ ３１９９
合計 ４１０３ ５８３４ ５０９５ ６４９４ ８５５３ ８１４２ ７３７５ ９０６７ １０４３７ ６５１００

７ 利用者状況など

今年度のセンター利用者は、前年度に比べ１，４００人弱の増加となった。これは、おもにゴール

デンウィーク期間中に周辺施設（北海道開拓記念館、北海道開拓の村、自然ふれあい交流館）と

連携して行った「歴史発見！自然発見！ウォークラリー２００７」と夏休み・冬休み期間中の児童・

生徒向け体験型の展示開催による効果と判断される。また、小学校と大学の団体施設見学が増加

している。

� 入館者一覧
月別入館者数一覧

暦年入館者数一覧

子供会体験学習（勾玉づくり）
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特別展示期間中の入館者

報告会・講演会参加者

考古学教室参加者

考古学教室出前講座

考古学教室出前講座（依頼分）

事 業 名 実 施 日 参 加 者

�北海道埋蔵文化財センター平成１８年度発掘調査報告会 平成１９年４月１４日 ６２名

秋季講演会「船の考古学」 平成１９年１１月１０日 ６９名

冬季講演会「土の中から出てきたよ」 平成２０年１月２６日 ４７名

事 業 名 実 施 日 参 加 者

ガラス玉づくり１ 平成１９年６月２３日 １５名

ガラス玉づくり２ 平成１９年６月３０日 １２名

縄文ネックレスをつくってみよう 平成１９年９月８日 ２３名

石器づくり 平成１９年１１月３日 １２名

考古学入門講座 平成１９年１２月１５日 ４７名

拓本講座 平成１９年３月２２日 ２７名

こども考古学教室 夏休み親子考古学教室 第１回 平成１９年７月２８日 ２８名

こども考古学教室 夏休み親子考古学教室 第２回 平成１９年８月１１日 １７名

こども考古学教室 冬休み親子考古学教室 第１回 平成２０年１月５日 ４０名

こども考古学教室 冬休み親子考古学教室 第２回 平成２０年１月１９日 １１名

事 業 名 実 施 日 参 加 者

考古学教室出前講座（苫前町） 平成１９年６月１６日 １７名

考古学教室出前講座（北見市） 平成１９年７月３日 ３５名

考古学教室出前講座（白老町） 平成１９年７月１４日 ５５名

考古学教室出前講座（長沼町） 平成１９年９月２日 １７名

考古学教室出前講座（共和町） 平成１９年９月１５日 ３０名

考古学教室出前講座（利尻町） 平成１９年９月２２日 ２１名

考古学教室出前講座（白糠町） 平成１９年１２月２２日 １５名

事 業 名 実 施 日 参 加 者

第９回ワクワク公民館こどもまつり（北広島市） 平成１９年７月８日 １８０名

広葉中学校（北広島市） 平成１９年１２月１２日 ４０名

展 示 タ イ ト ル 入館者数 期 間

「�北海道埋蔵文化財センター平成１８年度発掘調査成果展」 ２２６０名 平成１９年３月２７日～６月１０日

「わかる考古学１－縄文生活ひろば－」展 ２７３４名 平成１９年７月７日～８月２６日

「交流の考古学３－船－」展 １５５４名 平成１９年９月２９日～１１月１８日

「わかる考古学２－北海道遺跡百選－」展 ９６７名 平成２０年１月５日～３月２日
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南幌町立みどり野小学校体験学習

� 団体利用者対応
小学校・教育機関等の団体・その他の団体を対象に勾玉づくり等の体験学習を１８回行った。大学を

対象に学外講義を３回行った。石狩教育局を対象に所外研修を１回行った。

［小学校］

平成１９年５月８日（火） 江別市立文京台小学校３年生拓本体験学習 ２６名

６月１４日（木） 江別市立上江別小学校施設見学 １８０名

７月２４日（火） 南幌町立みどり野小学校体験学習 ７３名

９月１２日（水） 江別市立東野幌小学校施設見学 １０５名

９月２９日（土） 江別市立野幌・豊幌・文京台小第三小地域間交流事業体験学習

７２名

１０月３日（木） 札幌市立北陽小学校体験学習 ７１名

［中学校］

平成１９年５月１６日（水） 仁木町立銀山中学校勾玉づくり体験学習 １５名

［大学］

平成１９年４月１８日（水） 札幌学院大学講義施設見学 ５６名

４月２４日（火） 札幌学院大学学外授業 １２名

５月１７日（木） 北翔大学今井ゼミ施設見学 ５名

５月２５日（金） 札幌大学川名ゼミ施設見学 ４名

６月２日（土） 北翔大学菊地ゼミ学外授業 １２名

８月３日（金） 北翔大学スポル体験学習 １６名

９月２８日（金） 名古屋大学考古学研究室施設見学 ９名

１０月４日（木） 石狩教育局初任者研修所外研修 ２０名

１０月６日（土） 札幌大学本田ゼミ施設見学 ７名

北翔大学学外施設研修

２９



１０月１６日（火） 札幌学院大学「考古学研究法」施設見学 ２４名

１０月２５日（木） 北翔大学学外施設研修 ２７名

１０月３１日（水） 札幌大学木村ゼミ体験学習 ３５名

１０月３１日（水） 札幌大学川上ゼミ施設見学 ９名

１１月１日（木） 北翔大学施設見学 ２５名

１２月１日（土） 北翔大学菊地ゼミ学外授業 ５３名

１２月３日（月） 北翔大学三野ゼミ施設見学 ３３名

１２月１５日（土） 北翔大学三野ゼミ施設見学 ６名

［教育機関等の団体］

平成１９年５月１６日（水） のっぽろ幼稚園研修係勾玉づくり体験 ４名

５月３１日（木） フリースクール札幌自由が丘学園勾玉づくり体験学習 １７名

８月２日（木） 北海道民間教育研究団体連絡協議会施設見学体験学習 １２名

８月１０日（金） 千歳市教育委員会体験学習 １６名

１０月２７日（土） 仙台藩白老元陣屋資料館施設見学 ６名

１２月１６日（日） 韓国ウリ文化財研究院施設見学 ３９名

［その他の団体］

平成１９年５月２０日（日） すずらん会勾玉づくり体験 ７名

６月２日（土） 森の子児童センター施設見学 １０名

６月１３日（水） 名古屋古代を訪ねる会 ３２名

６月２２日（金） 福岡県筑紫古代文化研究会 １３名

７月７日（土） 札幌市老人福祉センター施設見学 １８名

７月１２日（木） 岩見沢幌向第１５町内会女性部施設見学 ３７名

７月１４日（土） 森の子児童センター体験学習 １７名

７月１８日（水） NHK文化センター新さっぽろ教室施設見学 １７名

７月２２日（日） 手稲１万歩歩く会 ８７名

７月２４日（火） 森の子児童センター体験学習 １５名

７月２７日（金） 大麻西小ミニ児童館体験学習 ２０名

７月２７日（金） 森の子児童センター体験学習 １７名

７月２９日（日） 森の子児童センター体験学習 １７名

８月１日（水） 医療法人健康会おおあさクリニック施設見学 １８名

８月９日（木） 手稲山口ひばり子供会体験学習 ３８名

８月１１日（土） デイサービスセンター友愛野幌施設見学 ２４名

８月１４日（火） デイサービスセンターぷらいむ施設見学 １２名

９月３０日（日） 室蘭商工会議所第３ブロック施設見学 ２６名

１０月１９日（金） ベストフレンズ（江別児童会）体験学習 ３７名

１０月２０日（土） 白石かがやき園施設見学 ７名

１０月２４日（水） 茶話ホンポ施設見学 ６名

平成２０年１月２９日（火） デイサービスセンターぷらいむ施設見学 １３名

３月１９日（水） おおあさクリニック施設見学 １９名

３月２１日（金） おおあさクリニック施設見学 １９名

３０



� 購入図書一覧

書 名 編 著 者 名 出 版 社 名

１ 桜Ⅰ（ものと人間の文化史１３７－Ⅰ） 有岡利行 法政大学出版局

２ 桜Ⅱ（ものと人間の文化史１３７－Ⅱ） 有岡利行 法政大学出版局

３ 麹（こうじ） （ものと人間の文化史１３８） 一島英治 法政大学出版局

４ 河岸（かし）（ものと人間の文化史１３９） 川名 登 法政大学出版局

５ 神饌（しんせん）神と人の饗宴 （ものと人間の文化史１４０） 岩井宏實 法政大学出版局

６ 東アジア考古学辞典 西谷 正 東京堂出版

７ 旧石器考古学辞典 ３訂版 旧石器文化談話会 学生社

８ マンモスを科学する（角川学芸ブックス） 鈴木直樹 角川学芸出版

９ 北海道の湿原 辻井達一ほか 北海道新聞社

１０ 改訂版 太古の北海道 化石博物館の楽しみ 木村方一 北海道新聞社

１１ 考古学 －理論・方法・実践－ コリン・レンフルーほか 東洋書林

１２ 考古学の基礎知識（角川選書４０９） 広瀬和雄 角川学芸出版

１３ シルクロードのガラス －時空を超えた魅惑の輝き－ 平山郁夫シルクロード美術館ほか 山川出版社

１４ トンボ玉 木暮紀一 ほるぷ出版

１５ ジュニア日本の歴史辞典 歴史教育者協議会 岩崎書店

１６
アニマルトラック＆バードトラックハンドブック

野山で見つけよう動物の足跡 改訂増補版
今泉忠明 自由国民社

１７ 樹皮ハンドブック 林 将之 文一総合出版

１８ 野をわたる風にのる 植物のたび アンネ・メッラー 岩波書店

１９ どんぐり見聞録 いわさゆうこ 山と渓谷社

２０ タカラガイ・ブック 日本のタカラガイ図鑑 池田 等ほか 東京書籍

２１ 雑穀を旅する スローフードの原点 増田昭子 吉川弘文館

２２ 海辺の石ころ図鑑 渡辺一夫 ポプラ社

２３ しらべる力をそだてる授業！ 赤木かん子、塩谷京子 ポプラ社

２４ 衣食住の歴史 ポプラディア情報館 西本豊弘 ポプラ社

２５ 日本地理 ポプラディア情報館 西本豊弘 ポプラ社

２６ どんぐりの穴のひみつ（わたしの研究１１） 高柳芳恵ほか 偕成社

２７ 野鳥と木の実ハンドブック 叶内拓哉 文一総合出版

２８ 狩猟と供犠の文化誌 中村生雄ほか 森話社

２９ 日本人になった祖先たち DNAから解明するその多元的構造 篠田謙一 日本放送出版協会

３０ 近現代考古学の射程 今なぜ近現代を語るのか メタ・アーケオロジー研究会 六一書房

３１ 城のつくり方図典 三浦正幸 小学館

３２ 理系の視点からみた「考古学」の論争点 新井 宏 大和書房

３３ 楽しい考古学 遺跡の中で見る夢 石野博信 大和書房

３４ 語りかける縄文人 新泉社

３５ 都市と都城（市民の考古学２） 藤本 強 同成社

３６ アイヌ民族の歴史 榎森 進 草風館

３７ 新装ワイド版 自然景観の読み方 山を読む 小疇 尚 岩波書店

３８ 新装ワイド版 自然景観の読み方 森を読む 大場秀章 岩波書店

３９ 新装ワイド版 自然景観の読み方 日本列島の生い立ちを読む 斎藤靖二 岩波書店

４０ 新装ワイド版 自然景観の読み方 風と雲を読む 中村和郎 岩波書店

４１ 新装ワイド版 自然景観の読み方 地図を読む 五百沢 智也 岩波書店

４２ 考古学・人類学・言語学との対話 日本語はどこから来たのか 大野晋、金関恕、馬場悠男ほか 岩波書店

４３ 考古学入門 （「知」のビジュアル百科３５） ジェーン・マッキントッシュほか あすなろ書房

４４ 縄文の音 増補新版 土取利行 青土社

３１



書 名 編 著 者 名 出 版 社 名

４５ 誰でも読める 日本中世史年表 吉川弘文館編集部 吉川弘文館

４６ よみがえる日本の古代 旧石器～奈良時代の日本がわかる復元古代史 早川和子 小学館

４７ 図説人口で見る日本史 縄文時代から近未来社会まで 鬼頭 宏 PHP研究所

４８ 日本考古学の原点・大森貝塚（シリーズ「遺跡を学ぶ」３１） 加藤 緑 新泉社

４９ 新版 魚の分類の図鑑 世界の魚の種類を考える 上野輝彌、坂本一男 東海大学出版会

５０ アイヌ葬送墓集成図 宇田川 洋 北海道出版企画センター

５１ 江戸明治の百名山を行く －登山の先駆者松浦武四郎 渡辺 隆 北海道出版企画センター

５２
ハウカセの大きな石 －えぞ地１６７０年代と北海道

２０００年代初期のささやかな年代史－
不破俊輔 北海道出版企画センター

５３ 移住とフォークロア －北海道の生活文化研究－ 氏家 等 北海道出版企画センター

５４ 極東ロシアの先史文化と北海道 紀元前１千年紀の考古学 福田正宏 北海道出版企画センター

５５ 事典古代の発明 ピーター・ジェームズ／ニック・ソープ 東洋書林

５６ 日本の歴史 ビジュアル ニューワイドずかん百科 学研

５７ 先住民の現在 上（図説人類の歴史９） ヨラン・ブレンフルト 朝倉書店

５８ 先住民の現在 上（図説人類の歴史９） ヨラン・ブレンフルト 朝倉書店

５９ 函館と北海道の開拓都市（日本の美術４７５号） 長尾 充 至文堂

６０ 正倉院宝物の装飾技法（日本の美術４８６号） 西川明彦 至文堂

６１ 出土建築部材が解く古代建築（日本の美術４９０号） 宮本長二郎 至文堂

６２ 文化財と科学技術 －東京文化財研究所のしごと－（日本の美術４９２号） 鈴木規夫 至文堂

６３ 縄文土器 前期（日本の美術４９６号） 建石 徹 至文堂

６４ 縄文土器 中期（日本の美術４９７号） 土肥 孝 至文堂

６５ 列島史の南と北 （近世地域史フォーラム 第１巻） 菊池勇夫、真栄平房昭 吉川弘文館

６６ 地域史の視点 （近世地域史フォーラム 第２巻） 藪田 貫、奥村 弘 吉川弘文館

６７ 地域社会とリーダーたち（近世地域史フォーラム 第３巻） 平川 新、谷山正道 吉川弘文館

６８ 私たちの文化財を救え�災害と向きあう 文化財保存修復学会 クバプロ

６９ まいごのぴーちゃん（きゅーはくの絵本１ 花鳥文様） 九州国立博物館 フレーベル館

７０ じろじろぞろぞろ（きゅーはくの絵本２ 南蛮屏風） 九州国立博物館 フレーベル館

７１ 先住民族アイヌ 多原香里 にんげん出版

７２ 原始・古代日本の祭祀 杉山林継、山岸良二 同成社

７３ 旧石器時代の日本列島と世界 小野 昭 同成社

７４ 発掘された日本列島２００７ 新発見考古速報 文化庁 朝日新聞社

７５ 近世・近現代考古学入門 鈴木公雄ゼミナール 慶應義塾大学出版会

７６ 図解日本地形用語事典 増訂板 日下 哉 東洋書店

７７ 日本の諸地域を調べる 上野和彦、高橋日出男 古今書院

７８ 足の人類学 足跡の考古学 弥生・古墳時代の家族 坂田邦洋 岩田書院

７９ 地球図説アースサイエンス 産業技術総合研究所地質標本館 誠文堂新光社

３２



� 刊行物受領先一覧（＊国等の期間以外の掲載順は、基本的に所在地の市町村コード順とした。）
［国等の機関］

１ 国立歴史民俗博物館

２ 国立教育政策研究所社会教育実践研究セ

ンター

３ 九州国立博物館

［北海道］

４ 北海道立アイヌ民族文化研究センター

５ �アイヌ文化振興・研究推進機構
６ 札幌市博物館活動センター

７ 財団法人北海道文学館

８ 北海道大学大学院文学研究科

９ 北海道大学総合博物館

１０ 札幌大学 ペリフェリア・文化学研究所

１１ くらしの新聞社

１２ 函館市教育委員会 生涯学習部文化財課

１３ 北海道立図書館

１４ 江別市教育委員会生涯学習課

１５ 江別土器の会

１６ 北翔大学生涯学習研究所

１７ 三笠市立博物館

１８ 恵庭市郷土資料館

１９ 噴火湾考古学研究会

２０ 北海道立森少年自然の家 ネイパル森

２１ 美幌博物館

２２ 平取町立二風谷アイヌ文化博物館

２３ 沙流川歴史館

２４ 上士幌町ひがし大雪博物館

２５ 浦幌町立博物館

［東北］

２６ 有限会社あえるクリエイティブ rakra

編集部

２７ 岩手県教育委員会

２８ 一戸町教育委員会

２９ 東北歴史博物館

３０ 秋田県立博物館

３１ 福島県教育委員会

３２ 会津若松市教育委員会文化課文化財グループ

［関東］

３３ ひたちなか市教育委員会

３４ 足利市教育委員会

３５ 高崎市教育委員会 文化財保護課

３６ 所沢市立埋蔵文化財調査センター

３７ 鳩山町教育委員会分室 文化財保護・町

史担当

３８ 市原市埋蔵文化財調査センター

３９ �千葉県教育振興財団
４０ 明治大学文学部共同研究室 駿台史学会

４１ 株式会社 山川出版社

４２ 株式会社 文化環境研究所

４３ 国際縄文学協会

４４ 東京都港区教育委員会

４５ 東京都港区立港郷土資料館

４６ 株式会社 至文堂

４７ 財団法人文化財虫害研究所

４８ 駒澤大学禅文化歴史博物館

４９ 國學院大学大學考古學會

５０ 地域文化デジタル化推進協議会

５１ 国際基督教大学博物館 湯浅八郎記念館

５２ 神奈川県教育委員会教育局生涯学習文化

財課

５３ 専修大学考古学会

５４ 敬和学園大学 人文社会科学研究所

［中部］

５５ 富山県埋蔵文化財センター

５６ 財団法人石川県埋蔵文化財センター

５７ 金沢学院大学

５８ 野々市町教育委員会文化振興課

５９ 福井県立一乗谷朝倉氏遺跡資料館

６０ 山梨県埋蔵文化財センター

６１ 南アルプス市教育委員会 文化財課

６２ 北杜市教育委員会

６３ 甲斐市教育委員会

６４ 身延町教育委員会

６５ 長野市教育委員会 文化財課埋蔵文化財

センター

３３



６６ 岐阜女子大学文化情報研究センター

６７ 養老町教育委員会

６８ 伊東市文化財管理センター

６９ 磐田市教育委員会文化財課

７０ 一宮市博物館

７１ 安城市埋蔵文化財センター

７２ 小坂井町教育委員会

［近畿］

７３ 滋賀県教育委員会文化財保護課

７４ 栗東市出土文化財センター

７５ 野洲市教育委員会

７６ 竜王町教育委員会

７７ 愛荘町立歴史文化博物館

７８ 京都府教育庁指導部文化財保護課

７９ 南丹市立文化博物館

８０ 堺市教育委員会

８１ 岸和田市教育委員会

８２ 財団法人大阪府文化財センター

８３ 東大阪市立埋蔵文化財センター 発掘ふ

れあい館

８４ 大阪狭山市教育委員会

８５ 兵庫陶芸美術館

８６ たつの市立埋蔵文化財センター

８７ 那珂ふれあい館

［中国］

８８ 鳥取県埋蔵文化財センター

８９ 島根大学ミュージアム

９０ 島根県埋蔵文化財調査センター

９１ 島根県古代文化センター
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図１ ユーラシアのシルクロード・ネットワーク

８ 講演会要旨

� 秋季講演会

『船の考古学』

講師：宇野隆夫氏（国際日本文化研究センター教授）

はじめに

皆さん、こんにちは。只今

ご紹介いただきました京都に

ある国際日本文化研究セン

ターに所属しています宇野と

申します。本日は、これから

１時間半から２時間ほど、お

付き合いいただきたいと思い

ます。よろしくお願いいたし

ます。

先ほど、ご紹介いただきましたように、北海道立埋

蔵文化財センターは、１９９９年に設立されております。

私も、同じ年に現職に就いております。それから８年

余りたつわけですが、その間に私が目標にしてきたこ

とが、２つございます。ひとつは、今まで研究してき

た地域の歴史、地域史を、世界史の枠組みの中で考え

直してみたいということであります。もうひとつは、

考古学の世界をもう少し近代化したい、デジタル化や

具体的にはGISを利用した研究をしようということで

す。本日は、その前半のお話しをさせていただきます。

私が若い時から関心をもっておりましたものは、交

流の歴史です。人と人、社会と社会がどのように関連

をもっているのかということでございます。交流とは、

交易のように両方が得をする場合もあり、その反対は

戦争ということになります。他者との関係はいろいろ

あり、いろいろな道筋から考えていくことになります。

船は、交流の歴史からみますと非常に大切なものであ

り、そのなかで商船は、交易に深く関わり、軍船は戦

争に深く関わっています。交流の中で、両極端のもの

があり、関心をもって調べてきたところです。世界の

船の歴史から、東洋の船の歴史、日本、北海道の船の

歴史をどう捉えることができるかという問題は、私の

最大の関心でありました。まず船の考古学を研究して

いく上で大切な、世界的な研究史を概観することとし

ます。

人類史と交流の歴史

旧大陸の文明と新大陸の文明には、大きな違いがご

ざいます。新大陸とは、南北アメリカ、オーストラリ

アなどがあたります。

今のところ、大航海時代以前において、新大陸では

車輪や大型船をつかった形跡がありません。新大陸の

マヤ文明やアンデス文明では、石器文化のなかで文明

が発展していました。それが大きな特徴といえます。

それに対して、旧大陸の文明では、金属器、車輪、大

型船の発達が大きな役割を果たしています。旧大陸、

とりわけユーラシア大陸の歴史を考えるうえで、大型

船や車などの交通手段をつかった遠隔地間交流がさか

んであったことが、特に重要な位置を占めていると考

えております。

舟・船の研究は、造船技術史でもありますし、陸運、

水運を含めた交流の歴史でもあり、それを考えていく

上で一番手がかりとなるのは、交通に関わる都市の歴

史であるということになります。

陸運と水運については、歴史的な役割に大きな違い

があると考えております。人類の初期の段階では、海

辺の水運が大きな役割を果たしたと考えられます。そ

して古代国家形成期に陸運が次第にウエートを高めて

きます。それが中世、近世になると、再び水運が再発

展し、近代国家が形成されてくるようになると、また、

陸運が重視されるようになります。

それらの状況を生み出す背景として、先ほど申しま

した交流の両極として、交易と戦争があり、その社会

が何をめざしたかが水陸運の変遷を形成したのではな

いかと考えております。交易では水運が有利であり、

強い権力を作るには陸運が重要なのです。ユーラシア

大陸の海辺に沿った地域に対して、内陸部にあたる場

所では、地理的環境により、独自の文化・社会が育っ

たと考えております。ユーラシアの最も大きな地理的

境界となっている地域は、タクラマカン砂漠、ヒマラ

ヤ山脈、ならびにチベット高原地帯です。この地域が

特に大きな境界であり、北アジア、東アジア、南アジ

ア、中央アジア・西アジアの独自の文化・社会が形成

されました。そしてそれらの交流により、交流拠点都

市（ハブ都市）が生まれていきます。

図１は、陸のシルクロード、草原のシルクロード、

海のシルクロードを表したものです。これらの道が

ユーラシアをつないで、交流の重要な役割を担ってき

ました。その中で、今日は、海のシルクロードについ

てお話ししていきます。

人類の初期の段階に、川や海のある地域においては、

水運を利用した活発な交流が行われていました。その

ためにどのような舟が使われていたかということにつ
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図２ 旧石器時代の舟と航海

いて、少しお話ししたいと思います。

旧石器時代の舟

旧石器時代の舟については、私の知る限り、図２の

ようなドイツで見つかっている鹿角の骨組みが、唯一

の例であり、その骨組みに皮をはった舟が復元されて

います。当時（後期旧石器時代）は、今より寒い気候

だったので、北海道と同じくらいの気候だったと考え

られます。このような皮舟は、北方地域では有力な交

通手段になります。

その他、丸木舟、葦などを束ねた舟、樹皮の舟など、

色々の舟の候補があります。図３に表したものは、人

類が旧石器時代に海を渡った証拠とされるものです。

図の白い部分が現在の大陸であり、少し黒くなってい

るところが、海水面が低くなっていた時代の大陸の範

囲をあらわしています。寒い気候の時代には、地球の

水が極地に、たくさん蓄えられるため、海水面が低く

なります。この頃、東南アジアとフィリピンなどは陸

でつながっていましたが、オーストラリアは海で隔て

られていました。また玄界灘は大きな川のようになっ

ており、北は北海道が、大陸とつながっていたと考え

られます。

このような地理的状況の中で、今から約５万年前の

頃に、人類がオーストラリアにわたっています。舟の

形はわかりませんが、人類が海をわたったことは確か

です。旧石器時代を専門とする方に聞くと、もっと古

く、アフリカから人類がアジアに広がる段階で海を

渡っていると教えてもらいました。ここでは少なくと

も、今から５万年前頃には、人類は海をわたることが

できたと申し上げておきます。

図４も、非常に有名なものです。伊豆諸島の神津島

は、旧石器時代、陸地が最大になった時期にも島だっ

たのですが、この島の黒曜石が、旧石器時代後期の段

階で関東平野に相当数運び込まれていました。どうい

う形で石材が運ばれたかが難しく、かつ大切な課題な

のですが、関東平野の誰でもが、海を渡って神津島に

行けたとは考えられません。おそらく、海岸地帯の海

を熟知した集団を通じて、人から人へと黒曜石が流通

していたと考えられます。

アフリカやオーストラリアの、首長制より以前の交

易活動においては、さまざまな物流の形態が観察され

図４ 旧石器時代の舟と航海図３ 旧石器時代の舟と航海
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図５ ヨーロッパ新石器時代の丸木舟

図７ 新石器時代の黒曜石流通

ていて、いわゆる商人とは違う交易の型がたくさん知

られています。例えば、海辺の人は魚がたくさん捕れ

たら、山の人にプレゼントする。山の人は、山の木の

実がたくさん実ったら、それを海辺の人にプレゼント

するというような例（exchange friend）などは、物々

交換でもなく、今の商業的交易とも違う物流の在り方

です。それらは総じて相互に恩恵をえる、互恵的交易

システムと呼びたいものです。

ヨーロッパ新石器時代の丸木舟

新石器時代の丸木舟は、ヨーロッパで数多く発見さ

れています。図５左は、スイスの湖上住居遺跡からみ

つかった丸木舟です。図５右は、ヨーロッパで丸木舟

が発見された場所を示しています。これは１９５０年代に

作成された図なので、さらに多くの発見例があると思

います。

今から１万年くらい前から４千年くらい前の新石器

時代に、たくさんの丸木舟が中緯度地帯で使われまし

た。丸木舟は、たいていこわれて出土するため、全体

の長さがわからないものが多いのですが、図６は、全

体の長さ、幅、高さがわかるものについて、グラフで

表したものです。横軸が長さ、縦軸が幅になります。

だいたい５ｍを中心とするところにピークがあって、

７ｍから８ｍ、１０ｍくらいになると数が少なくなりま

す。１５mという特別大きなものがありますが、これは

鉄器時代の例です。舟と船の区別は難しいのですが、

私は長さ１０ｍをおよその境として、舟boatと船shipに

わけています。

新石器時代には、長さ１０ｍに満たない、人も物も多

くは運べない丸木舟を利用していましたが、物流は活

発でした。

新石器時代の黒曜石流通

図７に、新石器時代のミロス島産黒曜石の流通を示

しました。ミロス島は、エーゲ海の中にあり、ミロの

ビーナスが発見されたことで有名です。ミロス島は黒

曜石の島であり、その石材はギリシャ、トルコ、クレ

タ島に至るまで広く流通していました。西アジアでは

川筋を通じて、また、沿海と内陸河川の交通を通じて、

黒曜石が広く伝わったと考えられます。日本列島と同

じくらいの面積があるイタリアでも、日本列島と同じ

くらい広範囲な黒曜石流通圏があったことがわかって

います。

舟の大きさは小さく、とりたてて技術が高いわけで

はないけれども、物資は非常に良く動く。このような

現象が広くみられるのです。

エジプト新石器時代のパピルス舟

エジプトにはパピルスの先を結んで作った舟があ

り、この形態の舟は、新石器時代から１９、２０世紀の初

めまで使われていました。

エジプトの王墓を調査した際に、パピルスでつくら

れた葬送の舟がみつかりました。これは、中王国時代、

文明の段階のものであり、この時代は、パピルス舟で

はなく、木造船が造られていたと考えられます。

しかし、儀式に使われる舟では、船首の部分がパピ

ルス舟の形を踏襲しており、古い舟の形が精神的な部

分に残されているといえます。

帆船の登場

帆をつけた舟が、いつ頃登場するのかについては、

図８の舟が一つの候補になっています。ただしこれに

ついては、帆舟と認める人と認めない人がいます。図

８は紀元前５０００年くらい前のイラク、エリドゥという

都市の墓から見つかった舟の模型ですが、舟にお箸く

らいの棒をたてるホゾ穴があいていることから、それ

が帆柱を立てた穴ではないかと考えられています。こ図６ ヨーロッパ・丸木舟の大きさ
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（全長４３．４ｍ，エジプト第４王朝，Jones １９９５）

図９ 最古の大型木造帆船

図１０ 交易港の原風景

王権の強まりは、
色々の波及効果を
もち、商業的交易
の発展はその最も
重要な動きである。

王権・官僚による
交易活動、海洋民
の活動の飛躍。
互恵的交易→
商業的交易

（テーベ，Ipy墓
Kamp１９８９）

れが、一番古い帆舟の例になる可能性があるものです。

そして今から５０００年前頃には、たしかに帆船が出現

したことが、ユーラシアの西半分地域の歴史で重要で

す。この地域では、メソポタミア、エジプトなどから

文明がおこったのですが、その象徴が車と船です。こ

の船は、一見パピルス舟の格好をしているのですが、

家畜がのっており、人が立って作業しているので、パ

ピルスの舟の形を意識した木造船と考えております。

紀元前３０００年くらい、日本では縄文時代中期くらい

の時期は、ユーラシア大陸の西側で、文明が大変に発

達した時期であり、人力による牽引、動物による運搬、

造船を描いた図像が残されております。これらの舟の

特徴は、いくつもの部材をつなげて舟をつくっている

ことです。これらの舟が、文明社会の創出に大きな役

割を担いました。

最古の大型木造帆船

図９は、エジプトのクフ王のピラミッドの前に奉納

された船です。これは全長４３．４ｍの大型船であり、エ

ジプト第４王朝の頃、紀元前２６００から２５００年前頃のも

のと考えられます。これが詳細が一番よくわかる最古

の大型木造帆船です。

ひとつ舟の歴史で誤解されているところですが、必

ずしも丸木舟→準構造船→構造船という推移をたどっ

たわけではないのです。

エジプトでは、船底に丸木舟を使っているわけでは

なく、竜骨を使っているわけでもなく、船底から舷側

まで板材をつなぎ合わせて、骨組材で補強して造った

船です。このような船が、文明の段階で、それまでの

舟とは全く違った大型木造船として出現します。

このような構造の船は、王の船、軍事用の船として

の役割を果たしました。古代文明においては、商船よ

りもまず、王の船、軍船において大きな技術革新がみ

られました。

その造船技術にかかせないのは、青銅製のノミや斧

などの道具と、その道具によって成立したホゾ結合技

術です。これらは王権により工人が編成されたこと、

青銅資源・木材資源が確保されたことによるもので

す。エジプトは、何度かパレスティナを植民地化すべ

く、遠征を行っていました。その理由として、ティム

ナという銅鉱山があったこと、レバノンに優良な木材

があったことがあげられます。王権の威信を高め、海

軍の力を強めて領土を広げ、有用資源を確保すること

によって、古代文明の技術が成立したのです。

交易港の原風景

この古代文明の段階でおこった王権の強まりは、い

ろいろな波及効果をもち、商業的交易の端緒を生み出

しました。図１０は、エジプト、テーベにあるイピ墓の

壁画ですが、船乗りと地元の人が、物資の交易をして

いる状況が描かれています。

商人がどこから出てくるのかは、非常に難しい問題

ですが、いくつかの起源があって、伝統的交易にたず

さわっているひとのなかから出てくる場合もあれば、

王権や王権の官僚が、国家運営の中で巨大な物資を動

かす中から生まれてくる場合もあります。

前者のような例に、互恵的交易から商業的交易への

発展がみられますし、図１０で示した交易港の原風景は、

王権による活動から派生してきたものであるといえま

す。

図８ 最古の帆船？
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図１１ フェニキアの船

図１２ アテネの軍船

図１３ 中国の丸木舟・櫂

準構造船の出現

次に、準構造船は、どのように出現してくるのかと

いう問題です。丸木舟に船首材、船尾材、舷側板を付

加することにより、準構造船、板綴船というものにな

ります。

エーゲ海では古くから丸木舟を利用しており、青銅

器時代前期に文明地域の大型船造船技術を導入し、丸

木舟に船首材、船尾材、舷側板を付加して、準構造船

ができていきました。東アジアや西アジアでも、同様

なプロセスで準構造船が作られていったものと考えて

おります。

これと同じ頃、イギリスでは、紀元前１５００年頃に、

板綴船がつくられました。全長１３．３ｍのものです。ヨー

ロッパの北の端、当時は辺境の地域であったイギリス

で板綴船が先進文明の影響を受けながらつくられるこ

とによって、先進文明に近づいていくことになります。

エーゲ海では、青銅器時代中・後期（紀元前２０００年紀）

には、竜骨をもつ構造船が登場します。これがユーラ

シアにおいて、大きな変革を生みます。竜骨が作られ

ることにより、海洋航海の能力が著しく向上したわけ

です。この技術開発が、西アジアやエジプトなど初期

文明地域の外のエーゲ海域で生み出されたことが重要

です。

その後、ユーラシア大陸では、地中海の造船技術が

一番高い技術をもつようになりました。図１１は、鉄器

時代（紀元前１０００年紀）のフェニキアの船です。ペル

シャの陸軍とフェニキアの海軍が合同でギリシャに遠

征している様子を描いています。図に見える３段オー

ルの軍船を初めて開発したものは、フェニキアだと考

えられています。

図１２はギリシャ、アテネの軍船です。紀元前８世紀

頃の２段オールの軍船と、紀元前４８０年のサラミス海

戦の主力艦だった３段オール軍艦を復元したオリンピ

ア号です。フェニキアの３段オールの船に対抗するた

めに、２段オールの船の船縁にもう一段加えた３段

オールの船になります。その後、ギリシャが覇権を握

り、スパルタ、マケドニア、アレクサンダーの時代へ

と移っていきます。

港湾都市アテネ

港湾都市アテネがどのようなものであったかについ

て申し上げます。アテネ自体は内陸にあり、湾岸には

外港がありました。しかしペルシャやスパルタとの軍

事的な緊張が強まると、港をピレウスという防御に適

した場所に移し、城壁で囲みました。さらに、港から

アテネまでの道も城壁で囲み、一体化しています。こ

れを港湾都市のひとつの形態と考えて良いだろうと思

います。前近代の港湾都市は、海辺から少し離れたと

ころに作られることが多いのです。

西洋では、旧石器時代、新石器時代に舟を使用して

いました。初期文明の段階になり、王の船や軍船の造

船で大きな技術革新がおきて大型の船ができ、商業的

交易も発展してきたわけです。このような中で、港湾

都市が発生しました。

東洋における舟・船の歴史

中国新石器時代の舟

図１３に中国新石器時代の浙江省河姆渡遺跡や、商周

時代の山東省毛子溝遺跡の丸木舟関係資料を示してい

ます。隋代の山東省平度県から出土した船は、丸木舟

を改良した準構造船です。

中国戦国時代の船

東アジアで西アジアの大型船に匹敵するものが、確

実に出現するのは、戦国時代（紀元前５世紀から同３
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図１４ 漢楼船画像

世紀頃）からです。四川省の画像石には、船倉でオー

ルを漕ぐ人、甲板で戦う兵士が描かれており、この時

代には甲板をもつ船が登場していることがわかります。

同じ頃、河北中山国墓葬船には、舷側板を鉄のタガで

しめるという、西洋にはない技術が出現しています。

このように戦国時代には、確実に構造船が登場する

だけではなく、甲板をもつ軍船が登場しています。こ

れらの構造船の出現がいつまでさかのぼるかについて

は、現在資料がなく、不明です。

ただし甲骨文字が出現するころ（紀元前１５００年前

後）、舟、般、盤という文字がみられます。これらの

舟を表した甲骨文字をみると、丸木舟ではなさそうで

す。私は、船の大型化のはしりが紀元前１５００年頃の中

国で文字が生まれた頃にあり、戦国時代（紀元前５世

紀）には、大型船（構造船）ができて、それが周辺地

域で準構造船を生み出すインパクトになったのではな

いかと考えております。

図１４は、宋の時代に描かれた漢時代の船です。そこ

には楼という高い建物があり、指揮官がみられます。

船体の表現には、宋代の船の特色もみることができま

す。漢代の記録には数千人がのれる軍船の記録があり、

戦国時代の軍船から一段階飛躍した船が、秦漢時代に

造られた可能性があります。

中国の港

港がどのようなものか、中国山東省蓬莱市登州（水

城）についてみてみます。遣唐使に詳しい方は、ご存

じだと思いますが、登州港は、北まわりルートの遣唐

使が寄港して、ここから長安城へ向けて出発する地で

す。ここには巨大な入り江があり、行政施設や町場、

道教関係の寺院などがこの港内に位置していて、ひと

つの港湾都市を形成しています。この港から海揚がり

の遺物として、新石器時代から近代までの資料がみつ

かっています。おそらく、この場所は、新石器時代か

ら港だったところと考えられます。その沖合の長島で

は、新石器時代の丸木舟の資料がみつかっています。

登州の港と朝鮮半島、遼東半島との間で、島づたいの

航海が新石器時代から行われていて、連綿として現在

まで港として発展し、その歴史の一コマとして、遣唐

使が寄港したものと考えられます。

日本の船

縄文時代の舟

日本における丸木舟については、２００件くらい発見

されていると思います。

千葉県で発見された縄文時代中期の丸木舟には、錨

石が積まれた状態でみつかっています。ホームページ

を検索してみますと、石狩市紅葉山４９号遺跡から丸木

舟の舳先部分がみつかっています。

アイヌの丸木舟（チプ）と板綴船（イタオマチプ）

にみられるように、中国沿海地方から日本列島にかけ

て、丸木舟の文化がひろがっています。そのなかで、

イタオマチプのような板綴船が出現することは、エー

ゲ海の板綴船出現と同様に、大きな歴史的意義があっ

たものと考えられます。

弥生時代の船

中国の大型船の技術に対して、日本で丸木舟に船首

材、船尾材、舷側板を付加する技術がみられるように

なるのは、今から約２０００年前頃の弥生時代です。図１５

の上段は、福井県井向出土銅鐸に描かれた船団です。

中段は、鳥取県青谷上寺地遺跡出土木製板材に描かれ

た大型船と小型船の船団です。小型の船は１０ｍ前後、

大型のものは、それ以上と考えられます。下段は岐阜

県荒尾南遺跡出土の弥生土器に描かれた大型の船で

す。大型船のまわりに、小型の船が描かれています。

図１５ 弥生の船団
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図１６ 弥生の船

弥生時代になり、船団が描かれるようになるのと同時

に、大型船が描かれるようになりました。小型の船が

１０ｍ前後であるなら、大型船は、２０ｍ位の大きさにな

ると考えています。その場合、２００トン１００名以上が乗

れる遣唐使船に匹敵するくらいの船になる可能性があ

ります。荒尾南遺跡の船には、帆らしいものが描かれ

ています。中国でもこの頃、帆のある船が記録されて

います。

図１６は、深澤氏による弥生時代の船集成です。弥生

時代というと、北海道では続縄文時代、フゴッペ洞窟

の岩壁刻画の船がこれらと同時期と考えられます。中

国沿海地方、日本海をとりまく地域、シベリアに至る

まで、中国中原の船とは少し違うけれども、中国の大

型船のインパクトを受け、周辺地域で準構造船を造る

ようになったものと思います。

弥生時代の船着き場

弥生時代の船着き場の様相を示すものに、長崎県原

の辻遺跡があります。今でも基盤工事に使われていま

すが、土を敷いて、粗朶を敷く工程を繰り返した後に、

石を敷いています。これは１０ｍクラスの船の船着き場

だったと考えられますが、これが日本列島で一番古い

船着き場施設です。それは、中国で造船技術が飛躍的

に発達した時代と重なっているといえます。

外港とは、本拠からやや離れた場所で、大型船から

小型船に積み荷を積み替える場所です。岡山県倉敷市

上東遺跡の船着き施設は、やはり土と粗朶を敷いてつ

くった波止場です。外洋船がこの外港まで来て、川船

に積み荷を積み替えたと考えられます。これは、初期

のアテネの在り方に近いものです。

先ほどの原の辻遺跡を考古学でどう捉えるか、意見

がわかれるところなのですが、私は、壱岐国の首都と

呼んでいて、本格的な国家以前の、都市国家アテネの

ような段階と考えております。

GISを利用した弥生時代遺跡からの眺望

図１７は、GISを利用して、弥生時代、原の辻遺跡か

ら見える地域（眺望範囲）を、表したものです。原の

辻遺跡の中心である、大型建物跡の位置で、高さ１．５

ｍから、どこまでがみえるかを分析しています。GIS

のソフトウェアを利用すると、簡単に図示することが

できます。原の辻遺跡からは平野はよく眺望できます

が、海はほとんど見えません。壱岐国で一番大きな遺

跡は、原の辻遺跡であり、二番目は、カラカミ遺跡に

なります。原の辻遺跡には三重の濠が巡らされている

のに対して、カラカミ遺跡では、一重の濠が巡らされ

ています。カラカミ遺跡からは、島内は山が少し見え

る程度ですが、大陸との交通で重要な対馬南部がよく

みえます。また、九州北部の一部もみることができま

図１７ 原の辻遺跡からの可視領域

図１８ カラカミ遺跡からの可視領域

４１



図１９ 吉野ヶ里遺跡からの眺望範囲

す（図１８）。このことは、非常に周到な計画性をもっ

て、壱岐島（壱岐国）に首都と外港を配置したことを

示しています。その背景には文明情報に対する深い理

解があったと考えます。このようなことを検討するた

めにGIS（地理情報システム）を考古学に利用するこ

とが、私の最近の目標です。

佐賀県吉野ヶ里遺跡も、有名な弥生時代の遺跡です

が、図１９にみるように有明海が非常によくみえる位置

にあったことが判ります。香川県紫雲出遺跡では、遺

跡の西端、東端、北端からの眺望範囲を合成しました。

紫雲出遺跡が瀬戸内の海の航路を見渡せる位置にあっ

たことが理解できます。

弥生時代は、王権が海の航路を掌握しようとした時

代であることが、弥生時代の主要な遺跡からの、GIS

眺望範囲分析から判ります。この次のステップは、航

路の復元になるわけですが、航路の復元には、眺望範

囲内にある遺跡を細かく検討することが、必要になっ

てきます。

私は、弥生時代から律令国家までの間には、造船技

術には大きな変化がなかったと考えております。弥生

時代から遣唐使船に匹敵する船はあり、東シナ海を自

由に航海できるような船は、次の段階（唐末、９世紀

以後）に出現しました。

古墳時代の船

古墳時代の船は、基本的に弥生時代の船と同様で

あったと考えています。図２０は、古墳時代前期の兵庫

県袴狭遺跡から出土した板材に描かれた船団です。大

きな船を取り囲むように小さな船があり、護送船団の

形を、表現しています。後の阿倍比羅夫の遠征などで

も、大型の旗艦を小型船がまもる形の船団が、派遣さ

れたものと考えています。

奈良県天理市東殿塚古墳出土埴輪に描かれた船は、

丸木舟に材を足した準構造船を示しています。

三重県松坂市宝塚１号墳出土ゴンドラ形埴輪船は、

おそらく当時の最大の船をあらわしたものです。

５世紀の二股形埴輪船をモデルに板綴船（なみは

や）が復元されています。

北海道における板綴船の出現

こうした板綴船が、北海道でいつでてくるのかとい

うことが、私が今回の講演会をお引き受けする上で、

最大の関心事だったのですが、札幌市K３９遺跡で擦文

時代の板綴船の舷側板が出土していることを伺いまし

た。私は、この板綴船は、中国の造船技術進歩に伴い、

周辺のアジア諸国にまで大型船建造技術がひろがった

一例と考えております。

これからもっと古い出土例が北海道で見つかる可能

性もありますが、擦文時代は、本州の律令国家と北海

道の社会が、密接な関係をもった時代であったと考え

られます。戦争や交易など、さまざまな形で交流がな

され、そのような時代に、板綴船が出現していたこと

が、私にとっては、意義があることと思われます。

このような板綴船を各国の博物館などにいくたびに

探していまして、台湾高山族の板綴船は、先ほどお話

しした中国中原の造船技術が周辺のアジア諸地域に伝

わる過程で出現したものと考えられます。

今までお話ししたことが、私の話の前半部分です。

丸木舟や葦、パピルスの船などで交易のネットワーク

が成立した段階から、古代文明社会に移行する段階で

飛躍的な造船技術の革新がありました。その技術は、

文明社会内にとどまらず、周辺の諸国・諸地域に影響

を及ぼして、船の大型化がすすみ、板綴船・準構造船

や構造船がつくられるようになります。

王権の船から商工業の船へ

この時期、商業的交易も拡大するのですが、それも

王権の強化とかかわることが多かったと考えられま

す。

これに対して、船の歴史の後半は、王権に対して、

商業的な交易が卓越してくる段階といえるでしょう。

結論から申しますと、ユーラシアの西方でも、東方で

も、西暦９世紀、平安時代の初め頃を境として、王権

の時代から商工業の時代に転換していったと私は考え

ております。

北欧の船

ユーラシア大陸の西側で、２番目の造船技術革新が

行われたのは、エーゲ海周辺とご説明しました。さら

に新しい時代になると、北ヨーロッパが造船技術の中

心になってきます。

西暦２、３世紀くらいになると、イギリスほかの造

船技術が急速に高まってきて、一番よい船は北欧の船図２０ 板に描いた古墳船団
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図２１ アルプス以北の船の台頭

図２２ 大型クリンカー船

図２３ 船葬墓の構造

になっていきます。北欧の弾性に富んだオーク材が造

船に利用されるようになると、スギ材やマツ材などを

利用する地中海の船よりもよい船が造られるように

なったのです。

図２１は、紀元２世紀、ローマ時代の港湾都市ロンド

ンでみつかったブラックフライアス船です。この船の

特徴は、肋材と舷側板を鉄釘で結合することであり、

それはオーク材を潤沢に利用できる北欧の船の特色あ

る技術です。なお、スギやマツを利用した従来の船で

は、舷側板をホゾで結合することが特徴となっており

ました。

このことにより、これまでの外壁先行法に代わり、

クリンカー船や、骨組み先行法による造船の端緒と

なっていきます。

クリンカー船は、舷側板を少しずつ重ね合わせて、

船釘で結合しますが、オーク材の弾性により強力な船

体と、軽量で高速という特色をもつ船です。

図２２は、紀元７世紀、ブリテン、サットンフーの東

アングリア国の船であり、長さは３０ｍにちかく、この

時期の最大の船です。この当時の船の大きさは、オー

ク材一木に制約され、およそ３０ｍくらいが最大の全長

となります。それ以上の規模の船をつくろうとすると、

違う技術による必要があり、クリンカー船とは、大航

海時代の前段階では、最高の船といえます。

図２３は、北欧の人たちの船に対する精神的な部分を

示すものであり、船を墓室として利用していることが

判ります。このサットンフー船の資料は、大英博物館

でみることができます。

サットンフー船葬墓の副葬品には、高い工芸技術に

なる武器、武具、青銅の容器などがあり、その中には

キリスト教との関わりを示す椀、皿、スプーンなども

あります。これらは東アングリア国宮廷工房の製品と、

地中海域から招来した品を合わせて、この墓に葬った

ものであり、東アングリア国王の力を示しています。

これに対して地中海域では、ローマ帝国以降、王の

力はあまり大きくならず、商人の力が徐々に大きく

なっていきます。この頃の地中海の船は、造船技術を

簡略化して、舷側板をとめるホゾの数を少なくしてい

きます。安価な商船が増加したことに特色があり、中、

小の商人が成長してきたことを示しています。

このころ、アルプス以北の勢力と地中海の勢力が戦

争した場合、地中海の勢力は軍隊を船に乗せて、上陸

に成功すると勝ち、北側の船が南側の上陸までに船団

を捕捉して海戦に持ち込むと勝つ、という状況が続い

ています。これを造船技術からみますと、北の総オー

ク材造りの船と南のホゾ穴省略船の戦いであったこと

が判ります。

ヨーロッパ中世都市のはじまり

私は、９世紀を境として、ヨーロッパの中世社会が

できあがってくると考えております。

ヨーロッパの都市は、多くがローマの都市に起源を

もちます。ローマが衰退した後も、人口が減りながら

も、その地域の政治中心として、ずっと存続すること

が多かったのです。

図２４で示したものは、イギリスの港湾都市ヨークで

す。ローマ時代のヨークは、十字に交差する道路と、

四角い城壁が特徴で、８世紀頃までその基本的な形が

維持されました。ところが９世紀にはいると、川を挟

んだ両岸の部分が一体化し、道路の区画も規則性がな

くなってきます。このような都市形態は、ヨーロッパ

中世都市のはじまりといえるものです。

都市の中心部かつ川の近くには行政施設や広場があ

り、道路は不定形であって、商工業の単位となる通り

からなっています。このようなヴァイキングの都市の

例として、９世紀のロシア・ノブゴロドの図２５を示し

ました。
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クリンカー船とコグ船

図２６は、デンマーク・スクルデレブの、クリンカー

帆船です。クリンカー船は、本来は帆を持たず漕走す

る王の船なのですが、この頃に帆船となり、１４世紀に

至るまで主要な商船として、活躍しました。

もうひとつヨーロッパで重要であるものは、川船起

源の商船です。１０世紀デンマーク・エガースンドの船

は、川船を大型化させていって、荷物の積載量を多く

しています。１４世紀、ドイツ・ブレーメンの船に至る

と、船底が平底で積載量が大きな、コグとよばれる船

になっています。このような形態の船が、ヨーロッパ

中世の船として活躍しました。

ガレー船とガレオン船

１４世紀以前の船は、船の大きさが一木の長さに規定

されていて、およそ全長３０ｍのものが最大でした。し

かし、この頃、もっと大きな船の需要ができてきて、

竜骨と肋材の骨組みに、舷側版を張り足していくとい

う技術が発達していきます。これは現在の造船技術に

連なる骨組み先行法と呼ぶ技術です。

この型の船は一木材の弾性で船体を保持するのでは

なくて、竜骨と肋材などの骨組みで支える構造になっ

てきます。このような船が、大航海時代を生むわけで

す。このような時代になりますと、王の威信よりも、

商業的な需要、船の技術革新の原動力になっていきます。

１６世紀の大型ガレー船（帆走・漕走併用船）は、上

記の技術により、このような大西洋を横断できる船が

できて、それはまもなく、日本列島近海にあらわれま

す。

図２７は、１７世紀のガレオン船です。これは軍船兼商

船という性質のものです。平時は商船なのですが、商

品の安全のため大砲などで武装しているものです。こ

れらは戦時には軍船に早変わりし、イギリスとスペイ

ンの無敵艦隊が戦った時には、イギリス・エリザベス

女王の海軍として活躍しました。

これ以降の時代になると、資料が膨大になるため、

すべてを紹介することはできません。

１８世紀には、世界各地を探検したクック船長が使用

したインデヴァー号があり、さらに１９世紀半ば頃にな

ると、クリッパーという快速帆船が、オーストラリア

や中国の商品を積んで高速でヨーロッパに運んでいま

図２４ ヨーロッパ中世社会への転換

図２６ ヴァイキング商船の活躍

図２５ 水運を基軸とするヴァイキング都市
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図２８ 鋼鉄蒸気船の登場

した。カティーサーク号はクリッパーを代表する傑作

と評価されています。

この時代になると、大型帆船の積載量は、３０００トン

をこえて木造船の力学的な最大の大きさになっていま

す。この大きさでも商業的にはまだ小さいということ

で、次の造船技術革新がなされました。

蒸気機関車と鋼鉄蒸気船の登場

１９世紀半ば頃、産業革命を代表する発明といえば、

蒸気機関車と鋼鉄蒸気船です。図２８は、初期の鋼鉄蒸

気船を代表する１８４３年に進水したグレートブリテン号

です。鋼鉄の骨組み、鋼鉄の舷側板からなる船体に、

蒸気機関を搭載しています。これまでは風力が非常に

重要な役割を果たしてしていたのですが、蒸気機関を

搭載する船が登場しました。

このように、９世紀以降は、商業の発展に基づく、

積載量増大のニーズや、商品搬送期間の短縮という

ニーズが、造船技術発達の最大の要因になったといえ

ます。

それではそれに対応するような動きが、東アジアに

あったのかどうか、ということになります。

泉州湾沈没船

クリンカー商船に匹敵する役割を果たしたものが、

これからお話しする福建省泉州湾沈没船です。この船

は非常に有名であり、ご存じの方も多いと思います。

泉州は国際的港湾都市であり、泉州湾は、当時水深

７ｍくらいでしたが、そこにこの船が沈んでいたので

す。この船は。それまでの造船技術とは全く違った技

術でつくられていると考えられます。

引き上げられた泉州湾沈没船は、龍骨があり、舷側

板を縦につなぐ構造です。この船の一番の特徴は、隔

壁にあります。いくつもの隔壁で、船体を強化してい

ますが，このような船に軍隊が乗ると軍船、商品が積

まれると商船になります。商船では、船の幅が広く、

軍船では船の幅がせまい、という特徴があります。

西洋の船であれば、竜骨とともに肋材を使用します

が、この船には竜骨はありますが、肋材がなくて、隔

壁が外壁を支えている構造になっています。船の舷側

板側から隔壁に向かって、船釘を打ち込んで造ってい

るのです。この技法を、私は、東洋独特の隔壁先行法

と、よんでいます。

この船の造船地は中国の南部であり、柔らかい材で、

船体を作っていますが、隔壁で支えることによって、

強度を確保しています。このような船が出現するのは、

唐末～宋代ですが、それは中国南部の商船が日本に、

直接渡航してくる時期と重なっています。

その積み荷をみると、南方の物産が多く、香料、薬

材、胡椒などの、フィリピンや東南アジアからの積み

荷を、中国、日本、朝鮮に運んでいた船と推定できま

す。

その証拠としては、船中から発見された木簡に「山

中」と書かれているものがあります。これは荷札です

が、日本人の人名と思います。また別の木簡に書かれ

ている「亜哩」は、アリと読み、イスラム圏の人だと

考えられます。イランやイラクにいるアリさんなのか、

中国にいるアリさんなのか、詳細はわからないのです

が、積み荷が、中国、日本、イスラム圏など広範囲に

動いていたことを示すものです。

このような船が９世紀の後半から１０世紀にかけての

頃に登場し、それは東アジアの港湾都市が発達する時

期と重なっています。

東アジアの港湾都市

現在の泉州城は、海岸部からやや奥の河川屈曲点に

都市があり、湾に面して外港があります。ここは唐代

には泉州城という役所があっただけなのですが、五代

から両宋代になると、役所のまわりに町場ができてき

ます。城壁の形態は四角かったのですが元・明・清代

になると、川筋を重視して、不定形な城壁を築きまし

た。

浙江省寧波では、船着き場から北宋時代の隔壁先行

工法による大型船が出土しています。遣唐使が上陸し

た唐代の寧波（明州港）では、外港があるだけでした。

それが港湾都市になるには、２つのステップがありま

した。第１のステップは９世紀の第２四半期で、遠く

にあった役所がここに移ってきています。もう一つの

ステップは９世紀の終わりで、町場を囲むように川筋

図２７ １７世紀のガレオン船
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優先の不定形な城壁を建設しました。これらにより、

外港が港湾都市になっていくのです。

それは東アジアでの大きな出来事であり、王権主導

から商業主導へと移り変りつつあった大きな出来事と

考えています。

元代の軍船

山東省蓬莱市からみつかった元代の軍船のような形

態の船が元寇の時に日本に来たはずであり、将来、博

多湾あたりでみつかるかと思います。この船も隔壁先

行法であり、竜骨はあるが肋材がない構造です。

このように北宋以後の時代には、中国北部でも大き

な変化が生じました。

北宋の首都、東京城は、二重の城壁をめぐらす、巨

大な都市ですが、伝統的な真北方位にはこだわらない

造りになっています。それは、水運を重視した結果で

あることが明らかであり、都市の中では黄河と長江を

結ぶ運河、河南省許昌と結ぶ運河、安徽省寿県と結ぶ

運河、斉魯（山東省）と結ぶ運河などが、張り巡らさ

れています。

さらには中国の首都は、次第に中原地域から沿海地

域へ移動していきます。そして天津を外港として、渤

海湾に連なる遼の南京城、金の中都城、元の大都城、

明清の北京城が建設されました。

日本列島水運の時代

日本列島の水運の時代については、いろいろなとこ

ろで発表していますので、私の論文などをみていただ

きたいと思います。

９世紀を境として、遣唐使が介在して国際交易を行

う在り方から、中国商船が来日する時代になります。

このころから古代都市、平安京の形が変容して、鴨川

の東側、鴨東を開発することによって、鴨川を中心と

する中世都市、京都が成立してきます。窯業・製鉄・

塩業などの生産分野では産地の集約化が進み、特産品

生産と広域流通が発達していきます。

九州では太宰府から博多へ中心が移っていきます。

平安時代の終わり頃になると、海辺の都市鎌倉が成立

します。そしていろいろな場所で、中世港湾都市・港

町が発展しました。

日本の首都がどこにあったかということは、厳密に

いうと非常に難しいのですが、実質的な統治機能をも

つ安土城、大坂城、江戸城が建設されたように、海辺

に最大の政治都市が造られました。ユーラシア各地と

共通する状況が、日本列島にもおこっています。

中世のような分権的な時代に、廻船商人たちが、ど

のように船を運航したかは、興味深い問題であります。

GISによって北東日本海域の山岳宗教霊山山頂からの

眺望範囲を重ねてみると、この海域を廻船した人は、

必ずどこかの霊山が見えるという状況があったことが

判ります。このことと中世商人の多くが寺社権門に属

していたことは無関係でないと思います。

中世港湾都市のひとつ、青森県青森県十三湊遺跡は、

霊山と宗教権門関連地区・武家関連地区・町場が有機

的な関係をもって、港町を形成していたと考えられま

す。

日本の遣唐使から中世にかけての船が、どのような

ものかということは、まだ判っていません。ただし、

泉州湾沈没船などの例により、隔壁先行法の造りで、

２００トンから３００トンが標準的な大きさの船であり、日

本でもそれに船を造船できたと推測しています。

おわりに

最後に、旧大陸の水運の推移をまとめます。

旧石器・新石器時代には、活発な舟運・互恵的交易

がなされていました。そして古代国家形成にともなっ

て船の技術革新がなされて、王の船や軍船が生まれて、

商業的交易も派生しました。これに対して中世・近世

は、商業的交易が飛躍した時代であり、特に９世紀は

ユーラシア水運の時代の幕開けとなりました。その後、

大航海時代には、旧大陸と新大陸を結ぶ世界システム

が形成され、覇権が争われました。そして近代になり、

国民国家と領土・領海が確立する頃、産業革命におい

て鉄道・鋼鉄蒸気船が発明されましたが、国内交通に

おいては陸運が卓越するようになります。

以上、長時間にわたり、少々荒っぽいことも申し上

げましたが、私が地域の歴史を世界史に位置づけると

したら、このようなストーリーになるのではないかと

いうことで、お話しさせて頂きました。

ご静聴ありがとうございました。
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son．＜図２７＞Marshall，M．W．１９８９ Ocean Traders : from the Portuguese discoveries to

the present day．London，B．T．Batsford LTD．＜図２８＞Corlett，E．１９９０．The Iron Ship :
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� 冬季講演会

「土の中から出てきたよ －フォトグラファー

から見た縄文世界－」

講師 小川忠博氏（写真家）

講演の目的

今回の講演会は「わかる考古学」の一環とし

て、考古学の成果をわかりやすく伝えることを

目的として企画されたものである。写真家とし

て考古学の世界に深い関わりを持つ小川忠博氏

を講師に招聘することで、写真撮影を通してみ

た遺跡や遺物のもつ魅力を一般の来館者に向け

て伝えることを狙いとした。講演は講師と写真

との関わり、考古学との関わり、縄文の遺物の

持つ魅力を伝えるという講師の仕事及び作品に

ついて、約１４０枚ものスライド写真を通して紹

介された。ここでは個々のスライドについて加

えられた解説の中からその一部を抜粋し要旨と

してまとめた。

講演要旨

【社会派カメラマンの展開写真】

早稲田大学卒業後にカメラの道に進み、社会

派のフリーカメラマンとして週刊誌、月刊誌な

どでの撮影に携わってきた。アフリカ解放闘争

のゲリラに従軍した記録である写真集『森と精

霊と戦士たち』（ポ領アフリカ解放闘争写真記

録）を著す一方で、こども向けの写真絵本『ゆ

げ』『ポッペンポッペン』『カルチョ』の製作な

どにも携わるほど間口の広い撮影を行ってき

た。考古学の世界にかかわるきっかけとなった

展開写真は自身の「写真人生の半分くらいのと

ころで」はじめたもので、この手法を用いた作

品としては『中国の文様』『縄文土器大観』『描

かれたギリシア神話』などがある。

【展開写真のテクニック】

考古学の世界にかかわるきっかけともなった

展開写真の最初は、スリットカメラという普通

のカメラとは異なるカメラを用いたことにはじ

まる。これはスポーツ競技などの写真判定に使

われるカメラで（図１）、シャッターがカシャ

ッとおりた時にパシッと四角く撮れるものでは

なくて、フィルムがテープレコーダーのように

動くしかけになっている。これを応用した装置

を開発したことにより、ブルートレインの全体

写真を雑誌の見開きに掲載することができた。

（図２）

展開写真をさらに発展させるきっかけとなっ

たのはある編集者からの撮影依頼であった。こ

れまでどおりの方法では動かすことが出来ない

ような貴重品に対して、回転移動させることな

く撮影できる方法が必要とされたのである。こ

れに対しては被写体の周りをカメラが回って撮

影するという装置を開発することで新たな可能

性を見出すことが出来た。（カラー図版２上）

このように撮影した展開写真には特徴があ

る。それは世界地図と同じで、基準になってい

る直径より大きな部分は短く写り、小さい部分

は伸びて写ってしまうという特徴である。これ

については処理の施しようがないことではある

が、画面上では一応シャープに写ることから絵

面の展開がわかるというのは非常に大きなメリ

ットと言える（図３）。

この独自の撮影方法をいろいろと試している

うちに縄文土器と巡り会う。それは母校の考古

学教授西村正衛氏のもとで土器を撮影したのが

最初である。当時では際立った特徴もないよう

な土器であったが、仕上がった写真に浮かび上
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図１ スリットカメラで撮影した写真

図２ スリットカメラの応用写真

図３ 展開写真の例

（『板谷波山』小学館より）
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がった縄文人の爪跡、指の跡をみた感激がその

後の考古学との深い関わりを決定的なものとし

た。

【写真撮影の姿勢】

写真家として考古学の世界に関わる自らの姿

勢について考えるとき、「お宝拝見」みたいな

かたちで、「良いものだけを撮らせてちょうだ

い」という姿勢ではまずい。なぜなら調査研究

の側からすれば、異常でもなんでもないものこ

そ数多くあるものだということも重要であるか

らだ。その上で自分の展開写真は「良いもの」

に限らず普通のものも撮ろうという認識に立っ

ている。今は日本各地で撮影行脚を行い、撮影

した遺物の点数は一万点にも及んでいる。

また、展開写真の撮影の中で「これは面白い

なあ」という縄文時代の様々な遺物との出会い

も数多い。そのたびに「博物館のようなところ

では見て下さいという形で見せるけれども、ラ

イティングもできないし、そういう装置もなく、

なかなか魅力が伝わらない。」と感じている。

写真家の立場として、自分が「お手伝いできる

ところはやりながら、面白い写真を撮って」、

その魅力を伝えていきたいと考えている（図

４）。

【遺物を魅せるには】

ある郷土資料館の開設時に遺物の撮影を依頼

され、「全員集合」といって無理やり集めても

らった数十点ものクマ形土製品を撮影したこと

がある。考古学に携わる人間ならこのような撮

影は絶対しないのであるが、「こうやって撮ら

なきゃ面白みが伝わらないよ」といって撮るこ

とができた（図５）。

集合写真の中には、「縄文人の家財道具」と

いうテーマで撮影したものもある。遺構から出

てきたものを一括したかたちで撮るとこのよう

になる。土器があって、石器があって、土偶が

あって、なかには矢じりがたくさんあったり、

木器などもあって、縄文人はこういうものを

使って生活していたんだろうと想像しやすくな

る（図６）。

また、当センターで展示されている千歳市マ

マチ遺跡の土製仮面の撮影においても、ライテ

ィングによって土面の表情が様々に変化する様

子がよくわかる（カラー図版２下）。

【苦心の撮影】

「鼻曲がり土面」を撮影した際には、鼻の部

分に開いた２つの穴をどう撮るかで苦労した

（図７）。土偶の表情をとるには鼻の穴がとれ

ず、鼻の穴を出す撮影をすると土偶の良さが出

てこない。こういうものは遺物を立てた状態に

しないとうまく撮れないということに気が付

く。実際にどのようにして遺物を立てるかとい

うのが大変で、１０分２０分程度で次から次へ撮る

ような場面ではいかに立てる道具を事前に準備

できるかというところがカメラマンの課題の一

つである。

去年国宝になった南茅部の「中空土偶」を撮

影した際には、国宝になる前の１７、８年前に最

初に撮影したときには粗末な台に立てかけるこ

とができたが、国宝になってからの撮影依頼で

は、立たせることができないと指示された。し

かし、「立てないと絶対良い写真が撮れないか

ら」と強く主張した結果、精密な実測図をもと

に作成された鉄製の支えに立てかけることがで

き、無事に撮影することが出来た（図８）。

【デジタルカメラの活用】

石製の土偶を撮影した際、そのバラバラに

なってしまったものをどうやって撮ろうかと苦

心したことがあり、アクリル板で傾斜の段を作

り、その上に全部バラバラのものを乗せて１つ

の一体にすることができた。これをスキャナー

で撮り起こし、デジタル画面上でアクリル部分

を全部消していった結果、とても寄り掛からせ

て撮っているとは思えないほどの仕上がりと

なった（図９）。こういうことがデジタルでは

可能になるので、考古学の世界でも今後ますま
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図４ 縄文時代の特徴的な遺物

北海道埋蔵文化財センター

での撮影

（千歳市美々４遺跡出土）

図５ クマ形土製品の集合写真

（群馬県安中市中野谷松

原遺跡出土）

図６ 縄文の家財道具

（左 栃木県鹿沼市明神

前遺跡出土）

（右 新潟県上越市籠峰

遺跡出土）
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図７ 鼻曲がり土面（国重要文

化財）

（蒔前遺跡出土・御所野

縄文博物館）

図８ 函館市著保内野遺跡出土

土偶（国宝）

図９ 土偶の撮影

（左 山形県舟形町西ノ

前遺跡出土）

（右 秋田県北秋田市向

様田A遺跡出土）
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す活用できるのではないかと考える。

また、環状列石で知られる鷲ノ木遺跡での撮

影においても、実際にはビニール紐が現場一面

に張り巡らされていてとても画にならないよう

な状況であったが、これもデジタルで起こして

紐を全部消すことができた（図１０）。その良し

悪しの判断は別にして、こういうひとに見せる

時にはより解りやすいような表現をする必要も

あると考えられる。

【土の中から出てきたよ】

自ら製作した写真絵本「土の中から出てきた

よ」には、これまで紹介してきたような遺物の

写真を数多く掲載している。これらを通して、

今の子供たちにとって「縄文」がはるか遠い昔

のはなしではなく、世代にすればせいぜい５００

から１０００人ほど前の代の自分のおじいさん、お

ばあさんの頃のことなんだと考えられるよう

に、身近なものになってほしいと考えている。

南茅部で出土した足形付土版は世代から世代に

伝えるというシンボルとして捉えたい（図１１）。

自分の写真を通して縄文の遺物のもつ魅力が

少しでも多くの人に伝われば幸いである。

図１０ 遺跡の撮影

（森町鷲の

木遺跡）

図１１ 世代から世代へ（足形付

土版・函館市垣ノ島A遺

跡出土）
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写真１ 千歳市美々８遺跡早櫂出土状況

（北海道立埋蔵文化財センター蔵 国重要文化財）

９ 特別展示概要

� 『交流の考古学３－船－』

＜開催主旨＞

北海道へは、各時代を通して本州、大陸などから

船によって多くのヒトやモノが運び込まれて、それ

が北海道の歴史に大きな影響を与えてきた。今回は、

船に関わる出土遺物を通して北海道の船と搬入され

たモノについて探っていく。

＜船の用字について＞

船の用字は、大きく舟と船の２種類がある。舟と

船についての定義は諸説があるが（１）、今回の展示で

は、舟と船を区別せず、船に統一して表記した。

＜展示内容概説＞

１ 各時代の船関連遺物

１－１ 縄文時代の船

石狩市紅葉山４９号遺跡から丸木船の船敷、櫂が出

土している。北海道における縄文時代の船出土例は、

まだこの１例しかない。

船形土製品は、中期の函館市サイベ沢遺跡（２）、後

期の函館市戸井貝塚、石倉貝塚、千歳市キウス４遺

跡、晩期の帯広市暁遺跡（３）から、船形石製品は、前

期の木古内町釜谷遺跡（４）から出土している。戸井貝

塚出土品の側面にはいっている縦の刻線を、構造船

と捉える考えと、樹皮船と捉える考えが示されてい

る（５）。

１－２ 続縄文時代の船（６）

続縄文時代の船出土例は、江別市江別太遺跡から

あかくみの一部と櫂の一部が出土している（７）。

船形土製品は、苫小牧市タプコプ遺跡、遺物包含

層の第Ⅰ黒色土層から出土し、縄文晩期から続縄文

時代のものと考えられている。

余市町フゴッペ洞窟岩面刻画の中に、船をあらわ

したとみられる画があり、その表現方法は、ロシア

や韓国などの岩面刻画と共通してみられるものである（８）。

弥生時代の土器などに描かれた絵画資料にも、船

を表現したものがみられる。そのなかで縦の刻線を

連続させる描写は、上に紹介したフゴッペ洞窟や世

界の岩面刻画とも共通するものである（９）。

１－３ オホーツク文化期の船（１０）

船形土製品は、利尻町亦稚貝塚、礼文町香深井１

遺跡、稚内市オンコロマナイ貝塚、根室市弁天島遺

跡（１１）などから出土している。

その他、根室市弁天島遺跡から船の線刻がある骨

製針入れが、羅臼町松法川北岸遺跡から船と櫂のミ

ニチュア木製品が出土している。

１－４ 擦文時代の船（１２）

ここ２０年間で調査された千歳市美々８遺跡（１３）、千

歳市ユカンボシC１５遺跡（１４）、札幌市K３９遺跡（１５）など

の低湿部から出土した船関係遺物により、擦文時代

の船についての様相が明らかになってきた。

千歳市美々８遺跡では、早櫂が３本まとまった状

態で出土し（写真１）、千歳市ユカンボシC１５遺跡

では、車櫂などがみつかっている。

また、札幌市Ｋ３９遺跡からは、丸木船の一部、櫂、

舷側板などが出土している。

１－５ アイヌ文化期の船（１６）

アイヌ文化期の船についても、近年低湿地遺跡の

調査によって、その様相が明らかになってきた。そ

れは、『蝦夷島奇観』、『蝦夷生計図説』などに描か

れたものとほぼ一致している。

苫小牧市沼ノ端で樽前ｂ火山灰の下から５艘の船

が発見されている。発見された船は、丸木船と板綴

船で、炭素１４年代測定法で調査した結果から室町時

代のものとされている（１７）。

あかくみは、船に入り込む水を掻き出すための道

具で、『蝦夷生計図説』には、持ち手部分がくりぬ
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写真２ 千歳市美々８遺跡あかくみ出土状況

（北海道立埋蔵文化財センター蔵 国重要文化財）

写真４ 千歳市ユカンボシＣ１５遺跡出土双耳杯

（北海道立埋蔵文化財センター蔵）

かれたものが描かれている（１８）。考古学的調査で同形

態のものが出土したことにより、アイヌ文化期絵画

資料の描写が正しいことが証明された好例である

（写真２）。

２ 海を越えた交流によりもたらされた品々

２－１ 本州から

２－１－１ ヒスイ

北海道の縄文時代の遺跡で発見されるヒスイ製品

は、自然科学的分析により新潟県糸魚川市付近産の

ヒスイが多く利用されていることがわかっている（１９）。

千歳市美々４遺跡出土例は、糸魚川から約８００㎞

離れたもので、分析したヒスイ玉９９点のうち、２点

が日高産で、残りが新潟県糸魚川産であることがわ

かった（２０）。

礼文町船泊遺跡出土例は、最北端のヒスイ玉で、

糸魚川から１０００㎞も離れた場所まで、製品が流通し

ていたことになる（２１）。

縄文時代後期から晩期にかけての千歳市美々４遺

跡、千歳市キウス４遺跡などで多数のヒスイ玉が出

土している。お墓に伴う例が多くみられる（２２）。

２－１－２ 赤彩土器

縄文時代に赤い着色をする場合、ベンガラと朱の

２種類が多く利用された（２３）。

北海道ではベンガラを利用しており、朱で着色さ

れたものは、本州からもたらされたと考えられる。

千歳市キウス４遺跡、八雲町野田生１遺跡（写真

３）から出土した赤彩土器は、土器の形態が本州の

ものであること、自然科学的分析の結果、塗られて

いる赤色が朱であることがわかったことにより、本

州からもたらされたものと考えられている。

２－１－３ 須恵器（２４）

擦文文化の遺跡から出土する須恵器は、それまで

の土器のような野焼ではなく、窯を使って焼かれた

器である。今のところ、北海道から窯跡が発見され

ておらず、須恵器は本州から持ちこまれたものと考

えられる。

千歳市キウス５遺跡から出土した甕は秋田付近か

らもたらされ（２５）、千歳市ユカンボシC１５遺跡から出

土した双耳杯（写真４）は、福島県大戸窯で焼かれ

たものに類似している（２６）。

１０世紀頃、青森県五所川原に須恵器の窯がつくら

れると、そこからの製品が多くなり、千歳市オサツ

２遺跡など全道各地から出土している（２７）。

写真３ 八雲町野田生１遺跡出土赤彩土器

（原資料 八雲町郷土資料館蔵 道指定文化財）
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写真５ 千歳市チプニー２遺跡出土青磁碗

（北海道立埋蔵文化財センター蔵）

写真６ 千歳市ユカンボシＣ１５遺跡出土青磁皿

（北海道立埋蔵文化財センター蔵）

２－２ 大陸から

２－２－１ 陶磁器

中世になると、本州へは中国の青磁・白磁・染付

などが大量に輸入され、本州で焼かれた陶磁器とと

もに、北海道にもたらされた（２８）。千歳市チプニー２

遺跡から出土した青磁碗（写真５）（２９）、千歳市ユカ

ンボシC１５遺跡から出土した青磁皿（写真６）（３０）は、

中国の龍泉窯の流れをくむものである。

２－２－２ 銭貨（３１）

日本では皇朝十二銭を最後に、江戸時代の寛永通

宝が作られるまで、自国で銭貨をつくることをせず、

中国など他の国で作られた銭貨を使用していた。

函館市志海苔中世遺構出土銭は、約３７万枚みつ

かっており、日本最大の出土数である（３２）。

千歳市美々８遺跡からも宋代、明代の銭貨が出土

している。

３ 船からみる先史時代の生業

３－１ 鯨漁

函館市（旧南茅部町）大船遺跡竪穴住居跡（３３）より

クジラの椎骨が出土していることなどから縄文時代

以降連綿とクジラを利用していたことがわかってい

る。

釧路市東釧路貝塚から、環状にならべられたイル

カの頭骨が出土しており（３４）、当時の人たちが意図的

に配置し、イルカを食料としていたことがわかる。

函館市桔梗２遺跡からはシャチ形土製品が出土し

ている（３５）。

続縄文時代、礼文町浜中２遺跡からクジラ骨製ア

ワビ起こし状製品が出土している（３６）。この製品が、

壱岐にみられる同様の製品と関係があるという考え

も提示されている（３７）。

オホーツク文化期には、根室市弁天島遺跡から船

を利用してクジラ漁を行っている様子が描かれたと

考えられる骨製針入れが出土している（３８）。

３－２ 海獣狩猟

重要文化財に指定されている千歳市美々４遺跡出

土動物形土製品のモデルは、海獣説と鳥説の２説が

有力である（３９）。

縄文時代後期の礼文町船泊遺跡からは、海獣狩猟

に利用されたと考えられる銛先が多数出土してい

る（４０）。

『蝦夷島奇観』には、船の舳先にたち、銛をかま

え、オットセイを狩猟する様子が描かれている。ア

イヌ文化期の千歳市美々８遺跡からは、同型式の回

転式離頭銛に関するセットが出土している（４１）。海獣

の毛皮は、交易に使用されたと考えられている（４２）。

３－３ アワビ漁

続縄文時代からアイヌ文化期にかけてアワビを主

体とする貝塚がみつかっている。擦文時代の奥尻町

青苗貝塚から出土するアワビの貝殻には穴があいて

いない（４３）。

続縄文時代、礼文町浜中２遺跡（４４）や中、近世の奥

尻町米岡５遺跡（４５）では、貝殻に穴があいており、ヤ

スをつかった漁を行っていたことがわかる。

中、近世の時期に北海道から、東北北部にみられ

るアワビを主体とする貝塚は、近世の俵物なども含

めた本州、大陸とのアワビ交易に関連するものと考

えられる（４６）。

おわりに

船は、ヒトとモノを北海道にもたらした。道内に

入ったものは、相互に交易され、全道へと広がって

いった。交易権を把握をした集団が勢力をもったと

考えられる。

また、日常生活の中で、船は、漁撈、コンブとり

などに、また、河川や沿岸の交通具として、今の車

代わりに使われていた。船の発達は、北海道史の変

遷と密接に関わっていたといえる。
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展示解説を執筆するにあたり、注に示した文献を参考にした。それぞれの研究史などは、注引用文献を参照していただきた

い。この１０年内に刊行されたものがあれば、それらを中心に内容を検討し、記述した。

�北海道埋蔵文化財センター調査報告書については、北埋調報と略記する。

＜注＞

� 日本の船については、石井謙治１９５７『日本の船』東京創元社、石井謙治監修２００２．１２『日本の船を復元する：古代から近

世まで』学習研究社、西村真次１９３８「先史時代及び原史時代の水上運搬具」『人類学・先史学講座』第３部第１３巻 雄山閣が

あり、その中で船についての分類が提示されている。また、本誌宇野隆夫講演要旨にも分類基準が示されている。

民俗学的調査では、出口晶子１９９５．６『日本と周辺アジアの伝統的船舶：その文化地理学的研究 』文献出版、出口晶子２００１．２

『丸木舟』 ものと人間の文化史９８ 法政大学出版局がある。

日本における出土船については、木原克司２００２．４「船に関する出土遺物」千田稔編著 『海の古代史：東アジア地中海考』

角川選書３３６ 角川書店に出土例の集成がある。

北海道の船については、由良勇１９９５『北海道の丸木舟』 マルヨシ印刷、由良勇２００２．１０『丸木舟』がある。

� この資料について、戸井町教育委員会１９９４．３『戸井貝塚Ⅳ』のまとめに紹介がある。展示期間配布資料では触れていなかっ

たので、追加する。

� 帯広市教育委員会編１９８６．６『帯広・暁遺跡２』 帯広市埋蔵文化財調査報告第５冊 帯広市教育委員会

� 木古内町教育委員会１９９９．３『釜谷遺跡』。展示期間配布資料では、縄文後期と誤記していたので、訂正する。

� 構造船説については、由良勇１９９５『北海道の丸木舟』マルヨシ印刷の中で、国立歴史民俗博物館西本豊弘氏の新聞掲載記

事を紹介している。

� 北海道における続縄文・擦文・オホーツク文化出土の遺物に関しては、大沼忠春 責任編集２００４．１１『考古資料大観 第１１

巻 続縄文・オホーツク・擦文文化 』小学館が詳しい。今回の展示では、そのうち、中田裕香「土製品」、三浦正人「木・

繊維製品」、種市幸生「骨角器」を参考に構成した。

� 江別市教育委員会１９７９．３『江別太遺跡』江別市文化財調査報告書９

� 大塚和義２００５．８「岩画の道 アジアが共有するイメージのネットワーク」『文化遺産の世界』１８ 国際航業株式会社

	 深澤芳樹２００５．１０「港の出現と弥生船団」『月刊考古学ジャーナル』５３６ ニュー・サイエンス社


 オホーツク文化の船については、大井晴男１９７６．１２「オホーツク文化の船」北海道大学文学部附属北方文化研究施設編『北

方文化研究』１０ 北海道大学がある。

� 個人蔵。この資料については、種市幸生２００４．１１「骨角器」大沼忠春責任編集『考古資料大観 第１１巻 続縄文・オホーツ

ク・擦文文化 』小学館に紹介がある。

� 擦文時代からアイヌ文化期までの船資料については、特に美 ８々、ユカンボシＣ１５、Ｋ３９遺跡の低湿地遺跡調査で、船に

関連する資料がまとまって出土したことにより、内容が明らかになってきたものがある。

これらの資料について、センター刊行物では、センター１５周年誌『遺跡が語る北海道の歴史』、センター２５周年誌『遺跡

が語る北海道の歴史』、『美々・美沢�新千歳空港の遺構と遺物�』の中にまとまった記述がある。
その他、展示および展示図録に、北海道開拓記念館『先史文化と木の利用�遺跡からのメッセージ�』第５０回特別展図録、
財団法人アイヌ文化振興・研究推進機構２００１．６『よみがえる北の中・近世�掘り出されたアイヌ文化�』展示図録に紹介があ
る。美 ８々遺跡低湿部については、田口尚２００３．７「千歳市美々８遺跡」松井章編『環境考古学マニュアル』同成社、田口尚２００５．３

「低湿地遺跡が語るアイヌの生活」財団法人アイヌ文化振興・研究推進機構『平成１６年度普及啓発セミナー報告書』がある。

船の構造、交易路については、鈴木信２００３「擦文～アイヌ文化期の準構造船と渡海交易」『考古学に学ぶⅡ�同志社大学考
古学シリーズⅦ』、鈴木信２００４「北海道の古代交易と海上交通手段�続縄文～擦文文化期の交易路と準構造船」財団法人石川
県埋蔵文化財センター『平成１６年度環日本海交流史研究集会 古代日本海域の港と交流 発表要旨・資料集』がある。


 美々８遺跡低湿部は、北埋調報第６９集、第７７集、第８３集、第１０２集、第１１４集に報告されている。

� ユカンボシC１５遺跡の報告は、北埋調報第１２８集、北埋調報第１３３集、第１４６集、第１５９集、北埋調報第１７６集、第１９２集があ

り、第１９２集に三浦正人によるまとめがある。

� 札幌市埋蔵文化財センター編２００１．３『K３９遺跡第６次調査』札幌市文化財調査報告書６５札幌市教育委員会。藤井誠二「札

幌市出土の木製品」野村崇・宇田川洋編２００４．７『擦文・アイヌ文化』新北海道の古代３北海道新聞社。

� アイヌ文化期の船関連出土遺物については、前掲（１３）論文、図録などに詳しい説明がある。

� 原資料：苫小牧市博物館蔵。

� 村上貞助『蝦夷生計図説』。

� 藁科哲男１９９４．３『玉類の原材産地分析から考察する玉類の分布圏の研究』藁科哲男研究代表 平成５年度科学研究費補助

金（一般研究C）研究成果報告書

� 北海道埋蔵文化財センター編『調査年報』１０

� 礼文町教育委員会２０００．３『礼文町船泊遺跡発掘調査報告書』

� 美々４遺跡出土ヒスイ玉については、柳瀬由佳２００５．３「北海道央部美沢川流域遺跡群出土の縄文ヒスイ玉集成」『玉文化』

第２号日本玉文化研究会、柳瀬由佳２００５．９「美沢川流域の遺跡群のヒスイ玉出土事例」『日本玉文化研究会第３回北海道大会

研究発表会要旨集』がある。キウス４遺跡ヒスイ玉については、芝田直人２００５．９「キウス４遺跡」『日本玉文化研究会第３
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回北海道大会研究発表会要旨集』がある。美々４遺跡、キウス４遺跡墓出土ヒスイ玉については、藤原秀樹２００６．３「北海道

における縄文時代後期・晩期の墓制とヒスイ玉」『玉文化』第３号日本玉文化研究会がある。

� 北海道における縄文土器の彩色技法については、小林幸雄２００６．６『縄文土器の彩色技法に関する復元的研究』 北海道開

拓記念館 文部科学省科学研究費補助金研究成果報告書 基盤研究（Ｃ）がある。赤彩土器については、阿部明義「縄文時

代後期後半の微隆線の土器について」北海道埋蔵文化財センター編２００３．２『キウス４遺跡（１０）』北埋調報第１８７集がある。

� 北海道出土の須恵器について、近年出土例をまとめたものとして、鈴木琢也２００４「擦文文化期における須恵器の拡散」『北

海道開拓記念館研究紀要』３２がある。

� 北海道埋蔵文化財センター１９９８．３『キウス５遺跡（５）』北埋調報第１２５集

� 北海道埋蔵文化財センター編１９９８．３『ユカンボシC１５遺跡（１）』北埋調報第１２８集。北海道・東北地方の双耳杯については、

利部 修１９９８「東北以北の双耳坏と環状凸帯付長頸瓶」『秋田県埋蔵文化財センター研究紀要』１３がある。

� 五所川原産須恵器の流入については、前掲注（２４）鈴木２００４論文がある。

� 北海道出土の中世陶磁器について、近刊としては、鈴木信２００１．３「北海道の中世陶磁器」北海道埋蔵文化財センター編『ユ

カンボシC１５遺跡（４）』北埋調報第１５９集、越田賢一郎１９９７．３「中世食器の地域性１�北海道・東北北部�」『国立歴史民俗博物
館研究報告』７１がある。

� 北海道埋蔵文化財センター２００２．３『チプニー１遺跡・チプニー２遺跡』 北海道埋蔵文化財センター北埋調報第１７３集

� 北海道埋蔵文化財センター編２００１．３『ユカンボシC１５遺跡（４）』北埋調報第１５９集

	 北海道出土の銭貨について、近刊としては、『出土銭貨』１９ ２００３．８収録論文、鈴木信２００１．３「北海道出土の中世銭貨」

北海道埋蔵文化財センター編『ユカンボシC１５遺跡４』北埋調報第１５９集、兵藤千秋２００１．３「北海道の出土銭について」

『苫小牧市埋蔵文化財調査センター所報』No．３がある。


 北海道志海苔中世遺構出土銭は、平成１５年５月に国重要文化財に指定された。函館市教育委員会生涯学習部文化財課２００６

『中世の函館 志海苔出土銭と志苔館』。田原良信２００３．８「志海苔中世遺構出土銭の再検討」『出土銭貨』１９。

� 南茅部町教育委員会１９９８．３『大船C遺跡 発掘調査報告書 平成８年度』

� 釧路市教育委員会１９６２『東釧路：東釧路貝塚発掘調査報告書』


 原資料：市立函館博物館蔵。北海道埋蔵文化財センター１９８８．３『桔梗２遺跡』北埋調報第４６集

� 国立歴史民俗博物館２０００．３「浜中２遺跡発掘調査報告」『国立歴史民俗博物館研究報告』第８５集

� 山浦 清１９９９．０３「漁撈具から見た弥生文化と恵山文化」『物質文化』６６物質文化研究会。国立歴史民俗博物館２０００．３「浜

中２遺跡発掘調査報告」『国立歴史民俗博物館研究報告』第８５集。佐原真１９９９．１０「北海道と沖縄」佐原真・田中琢編『古代史

の論点』６小学館。種市幸生２００４．１１「骨角器」大沼忠春責任編集『考古資料大観第１１巻 続縄文・オホーツク・擦文文化 』

小学館

� 個人蔵。近刊では、種市幸生２００４．１１「骨角器」大沼忠春責任編集『考古資料大観第１１巻 続縄文・オホーツク・擦文文

化 』小学館にクジラ漁に関連させた論述がある。

� 美々４遺跡出土動物形土製品については、多くの研究がある。近刊のものでは、小杉康２０００．３「ビビの物語」大塚初重

先生頌寿記念会編『大塚初重先生頌寿記念考古学論集』 東京堂出版。小杉康２００３．２『先史日本を復元する３縄文のマツリ

と暮らし』 岩波書店。土肥孝２００６．５「さいたま市東北原遺跡出土の動物形土製品について」 埼玉考古学会編

『埼玉の考古学２』 六一書房がある。

� 礼文町教育委員会 ２０００．３『礼文町船泊遺跡発掘調査報告書 平成１１年度』。縄文時代～アイヌ文化期までの銛先の変遷に

ついて、近刊には奥尻町教育委員会２００３．３『青苗貝塚における骨角器と動物遺体』所収金子浩昌作成図がある。

海獣に関する北海道の動物遺体出土例は、新見倫子１９９０「縄文時代の北海道における海獣狩猟」『東京大学文学部考古学

研究室研究紀要』第９号。海獣狩猟と銛先については、瀧川渉１９９８．３「北海道における縄文時代銛頭の型式学的変遷とその

機能について」『北海道考古学』第３４輯がある。礼文町船泊遺跡と浜中２遺跡における海獣狩猟の違いについての考察は、

国立歴史民俗博物館２００．７『北の島の縄文人�海を越えた文化交流�』展示図録がある。
� 北海道埋蔵文化財センター編 １９９７．３『美沢川流域の遺跡群ⅩⅩ 美 ８々遺跡低湿部 』北埋調報第１１４集

� 瀬川拓郎２００６．９「異文化・商品・共生�交易と古代北海道狩猟採集社会の転換�」『考古学研究』５３�２。鈴木信２００３．３「続縄
文～擦文文化期の渡海交易の品目について」『北海道考古学』３９。鈴木琢也２００５「擦文文化における物流交易の展開とその

特性」『北海道開拓記念館研究紀要』３３。奥尻町教育委員会２００３．３『青苗貝塚における骨角器と動物遺体』。

� 奥尻町教育委員会 ２００３．３『青苗貝塚における骨角器と動物遺体』。瀬川拓郎２００６．９「異文化・商品・共生�交易と古代北
海道狩猟採集社会の転換」『考古学研究』５３�２。

� 国立歴史民俗博物館２０００．３「浜中２遺跡発掘調査報告」『国立歴史民俗博物館研究報告』第８５集

� 北海道開拓記念館２００３．６『北・貝・道 �海と陸と人びと�』第５６貝特別展展示図録
� 工藤竹久２００３．６「北日本におけるアワビの貝塚」小野正敏・萩原三雄編『戦国時代の考古学』高志書院。瀬川拓郎２００６．９

「異文化・商品・共生�交易と古代北海道狩猟採集社会の転換」『考古学研究』５３�２。
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文献・

報告書
発行先・編著者 出版年 報告書・文献名 出版者 シリーズ名

ａ 石狩市教育委員会 ２００５．３ 石狩紅葉山４９号遺跡発掘調査報告書

ｂ 戸井町教育委員会 １９９４．３ 『戸井貝塚Ⅳ』

ｃ 函館市教育委員会 １９９９．３ 『石倉貝塚』

ｄ 佐藤一夫、宮夫靖夫編著 １９８４．３ 『タプコプ』 苫小牧市教育委員会

ｅ 大場利夫・大井晴男編 １９７６．３ 『香深井遺跡 上』 東京大学出版会

ｆ 大場利夫・大井晴男編 １９８１．２ 『香深井遺跡 下』 東京大学出版会

ｇ 利尻町教育委員会 １９７８．８ 『亦稚貝塚』

ｈ 羅臼町教育委員会 １９８４．１ 『松法川北岸遺跡』 羅臼町文化財報告８

ｉ 札幌市埋蔵文化財センター編 ２００１．３ 『K３９遺跡第６次調査』 札幌市教育委員会 札幌市文化財調査報告書６５

展示コーナー名 番号 資料名 遺跡・コレクション名 時期 点数

実物・

複製品・

写真

所蔵先

報告

書・

文献

備考

１ 時代別にみた北海道出土の船関連遺物

１�１ 縄文の船

１ 船関連資料 石狩市紅葉山４９号遺跡 縄文中期 ３ 写真 石狩市教育委員会蔵 ａ

２ 船形土製品 函館市（旧戸井町）戸井貝塚 縄文後期 １ 実物 函館市教育委員会蔵 ｂ

３ 船形土製品 函館市石倉貝塚 縄文後期 １ 実物 函館市教育委員会蔵 ｃ

４ 船形土製品 千歳市キウス４遺跡 縄文後期 １ 実物 北海道立埋蔵文化財センター蔵 ｄ

１－２ 続縄文の船

５ 船形土製品 苫小牧市タプコプ遺跡 続縄文 １ 実物 苫小牧市博物館蔵 ｅ

６ 岩面刻画 余市町フゴッペ洞窟 続縄文 １ 写真 余市水産博物館蔵

１－３ オホーツクの船

７ 船形土製品 礼文町香深井１遺跡 オホーツク文化期 ３ 実物 北海道大学総合博物館蔵 ｆ

８ 船形土製品 利尻町亦稚貝塚 オホーツク文化期 １ 実物 利尻町博物館蔵 ｇ

９ 船の線刻がある骨製針入れ 根室市弁天島遺跡 オホーツク文化期 １ 写真 個人蔵

１０ 船と櫂のミニチュア木製品 羅臼町松法川北岸遺跡 オホーツク文化期 ２ 写真 複製品 北海道開拓記念館蔵 ｈ

１－４ 擦文の船

１１ 船舳先 札幌市K３９遺跡 擦文 １ 写真 札幌市教育委員会蔵 ｉ

１２ 早櫂 千歳市美々８遺跡 擦文 ３ 実物 北海道立埋蔵文化財センター蔵 重要文化財

１－５ アイヌ文化期の船

１３ 船敷 千歳市ユカンボシC１５遺跡 アイヌ文化期 １ 実物 北海道立埋蔵文化財センター蔵

１４ メカジキの線刻がある櫂 千歳市美々８遺跡 アイヌ文化期 １ 複製品 北海道立埋蔵文化財センター蔵 重要文化財

１５ あかくみ 千歳市美々８遺跡 アイヌ文化期 １ 実物 北海道立埋蔵文化財センター蔵 重要文化財

１６ 車櫂 千歳市美々８遺跡 アイヌ文化期 １ 実物 北海道立埋蔵文化財センター蔵 重要文化財

１７ 車櫂受台部 千歳市美々８遺跡 アイヌ文化期 １ 実物 北海道立埋蔵文化財センター蔵 重要文化財

１８ 丸木船・板綴船 苫小牧市沼ノ端出土 アイヌ文化期 １ 写真 苫小牧市博物館蔵

１９ 板綴船模型（参考資料） １ 模型 開拓記念館

２０ 北方民族の船（参考資料） ４ 写真 北海道立北方民族博物館蔵

２ 船によりもたらされたさまざまな遺物

２－１ 本州から

２－１－１ ヒスイ

２１ ヒスイ玉 千歳市キウス４遺跡 縄文 ８ 実物 北海道立埋蔵文化財センター蔵

２２ ヒスイ玉 千歳市美々４遺跡 縄文 ９９ 実物 北海道立埋蔵文化財センター蔵

２３ ヒスイ玉 千歳市美々４遺跡 縄文 ６ 実物 北海道立埋蔵文化財センター蔵

２－１－２ 赤塗土器

２４ 赤彩土器 千歳市キウス４遺跡 縄文後期 ２ 実物 北海道立埋蔵文化財センター蔵

２５ 赤彩土器 八雲町野田生１遺跡 縄文後期 １ 写真 原資料 八雲町郷土資料館蔵

２－１－３ 須恵器

２６ 須恵器 千歳市キウス５遺跡 擦文 １ 実物 北海道立埋蔵文化財センター蔵

２７ 須恵器 千歳市オサツ２遺跡 擦文 ２ 実物 北海道立埋蔵文化財センター蔵

２８ 須恵器 千歳市ユカンボシＣ１５遺跡 擦文 １ 実物 北海道立埋蔵文化財センター蔵

２－２ 大陸から

２－２－１ 陶磁器

２９ 青磁碗 千歳市チプニー２遺跡 アイヌ文化期 １ 実物 北海道立埋蔵文化財センター蔵

３０ 青磁皿 千歳市ユカンボシＣ１５遺跡 アイヌ文化期 １ 実物 北海道立埋蔵文化財センター蔵

２－２－２ 銭貨

３１ 開元通宝 千歳市美々８遺跡 アイヌ文化期 １ 実物 北海道立埋蔵文化財センター蔵

３２ 煕寧元宝 千歳市美々８遺跡 アイヌ文化期 １ 実物 北海道立埋蔵文化財センター蔵

３３ 皇宋通宝 千歳市美々８遺跡 アイヌ文化期 ２ 実物 北海道立埋蔵文化財センター蔵

３４ 元豊通宝 千歳市美々８遺跡 アイヌ文化期 １ 実物 北海道立埋蔵文化財センター蔵 重要文化財

３５ 元祐通宝 千歳市美々８遺跡 アイヌ文化期 １ 実物 北海道立埋蔵文化財センター蔵

３６ 洪武通宝 千歳市美々８遺跡 アイヌ文化期 １ 実物 北海道立埋蔵文化財センター蔵

３７ 寛永通宝 千歳市美々８遺跡 アイヌ文化期 １ 実物 北海道立埋蔵文化財センター蔵 重要文化財

３８ 煕寧元宝 千歳市ユカンボシC１５遺跡 アイヌ文化期 １ 実物 北海道立埋蔵文化財センター蔵

３ 船からみる北海道の歴史

３－１ 生業から

３－１－１ 鯨漁 ３９ 鯨漁が描かれた骨製針入れ 根室市弁天島遺跡 オホーツク文化期 １ 写真 個人蔵

３－１－２ 海獣狩猟 ４０ 動物形土製品 千歳市美々４遺跡 縄文 １ 複製品 北海道立埋蔵文化財センター蔵

４１ 回転式離頭銛中柄 千歳市美々８遺跡 アイヌ文化期 ３ 実物 北海道立埋蔵文化財センター蔵 重要文化財

４２ 回転式離頭銛指掛部 千歳市美々８遺跡 アイヌ文化期 １ 実物 北海道立埋蔵文化財センター蔵 重要文化財

４３ 回転式離頭銛棹・柄 千歳市美々８遺跡 アイヌ文化期 １ 実物 北海道立埋蔵文化財センター蔵 重要文化財

３－１－３ アワビ漁

１６８

平成１９年度特別展示 交流の考古学３ 船展 展示出品リスト
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函館市戸井貝塚出土船形土製品
（函館市教育委員会蔵）

函館市石倉貝塚出土船形土製品
（函館市教育委員会蔵）

千歳市キウス４遺跡出土船形土製品
（北海道立埋蔵文化財センター蔵）

苫小牧市タプコプ遺跡出土船形土製品
（苫小牧市博物館蔵）

利尻町亦稚出土船形土製品
（利尻町立博物館蔵）

礼文町香深井１遺跡出土船形土製品
（北海道大学総合博物館蔵）

礼文町香深井１遺跡出土船形土製品
（北海道大学総合博物館蔵）

礼文町香深井１遺跡出土船形土製品
（北海道大学総合博物館蔵）
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